
3
月
号
�

2002
年
�
局
報
／
第
281号

�

編
集
・
発
行
／
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
総
務
課
　
〒
900-8530　

沖
縄
県
那
覇
市
前
島
2丁
目
21番

7号
　
T
E
L098-866-0031・

0041（
代
表
）�

沖縄総合事務局�
ホームページアドレス�

☆局報「群星」に対する「皆様の声」をお待ちしています。�

http://www.ogb.go.jp

沖縄総合事務局　局報／第281号�沖縄総合事務局　局報／第281号�

2002 Mar.3月号�特集：�跡地利用の促進について�
フロン回収破壊法が�
　　　4月1日から施行�

特集：�跡地利用の促進について�
フロン回収破壊法が�
　　　4月1日から施行�

沖縄国際洋蘭博覧会2002　最優秀賞　沖縄国際洋蘭博覧会大賞（内閣総理大臣賞）を受賞した永井　清さん出展�



1 March 2002

琉球大学教授（沖縄振興開発審議会委員）�

伊 波  美 智 子 �

隔月発行【むりぶし】／3月号�

目　次�

守
ろ
う
地
球
環
境�

！�

「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
の
リ
サ
イ
ク
ル�

1

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が�

　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
か
ら
施
行�

【
特
集
そ
の
２
／
経
済
産
業
部
】�

16
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
＆
特
許
流
通
フ
ェ
ア
ー�
【
仕
事
の
窓
そ
の
２
／
経
済
産
業
部
】�

1819
【
財
　
務
　
部
】�

ト
ピッ
ク
ス（
局
の
動
き
）�

国
有
財
産
沖
縄
地
方
審
議
会
開
催�

20
【
開
発
建
設
部
】�

国
営
沖
縄
記
念
公
園
「
新
水
族
館
」の
愛
称
決
定
！�

【
開
発
建
設
部
】�

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
実
証
実
験�

（
第
二
弾
）を
実
施
中
！�

衆
議
院
・
参
議
院
の
各
委
員
会
が
来
沖�

【
農
林
水
産
部
】�

畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業�

　
「
ぱ
い
ぬ
し
ま
地
区
」
事
業
完
了
式
の
開
催�

【
経
済
産
業
部
】�

「
平
成
十
三
年
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
推
進
沖
縄
大
会
」の
開
催
�

14
改
正
倉
庫
業
法
の
ポ
イ
ン
ト�

【
仕
事
の
窓
そ
の
４
／
運
輸
部
】�

人
魚
の
歌
と
チ
ャ
ー
ギ
の
精�

本
土
復
帰
30
年
に
際
し
て�

N
H
K
沖
縄
放
送
局
放
送
部
副
部
長
　

弥
永
徳
弘�

節
水
P
R
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
紹
介
・�

　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
の
改
正
に
つ
い
て
・
編
集
後
記�

21

510
地
下
ダ
ム
に
よ
る
農
業
用
水
の
確
保
と�

　
　
　
　
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
実
施
状
況�

【
仕
事
の
窓
そ
の
１
／
農
林
水
産
部
】�

8

仕事の窓�
business

report
仕事の窓�
report

business

景
気
予
測
調
査�

【
仕
事
の
窓
そ
の
５
／
財
務
部
】�

12
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・�

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

【
仕
事
の
窓
そ
の
３
／
開
発
建
設
部
】�

17

■表紙解説／園比屋武御獄石門（そのひゃんうたきいしもん）［那覇市］�
　園比屋武御獄石門は第二尚氏王統第3代王の尚真（在位
1477～1526）によって創建された石門です。門の背後の樹林
地は園比屋武御獄と呼ばれる聖域となっています。門は国の重
要文化財に指定されています。また、門とその敷地は国の史跡「首
里城跡」の一部でもあります。�

　具志川市にあるリサイクル施設では、埋立処分されている発泡スチロールの魚箱、廃プラスチック
、農業用ビニールなどを溶融し、歩道の平坂、プランター、駐車場の車止め等を製造しリサイクルを
行っています。�

出来上がった再生品�

廃棄された農業用�
ビニール等�

溶融・再生設備全景�

跡
地
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
�

【
特
集
そ
の
１
／
総
務
部
】�

2 琉
球
大
学
教
授
／
沖
縄
振
興
開
発
審
議
会
委
員
　

伊
波
美
智
子�

　「
人
魚
の
歌
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話
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石
垣

島
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あ
る
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か
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約
二
百
年
前
の
こ

と
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月
夜
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な
る
と
海
か
ら
物
悲
し
い
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た
。
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網
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密
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く
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と

頼
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の
襲
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を
教
え
て
く
れ
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ら
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々
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用
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人
々
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え
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ま
っ
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言
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伝

え
で
あ
る
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一
万
人
余
の
死
者
を
出
し

た
と
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わ
れ
る
明
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の
大
津
波
・
・
・

人
魚
は
人
間
に
災
害
を
知
ら
せ
る
た
め

に
歌
っ
て
い
た
の
だ
。�

　
地
震
や
津
波
等
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災
害
は
自
然
界
の

動
き
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注
意
深
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察
す
る
こ
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で
、

あ
る
程
度
そ
の
予
兆
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
動
物
が
教
え
て
く
れ
た
と
い
う

の
は
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
。
先
人
が
語
り
継
い
で
き
た
民
話

の
中
に
私
た
ち
は
先
人
の
生
活
の
知
恵

や
倫
理
感
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

う
一
つ
沖
縄
の
民
話
を
紹
介
し
よ
う
。�

　
自
然
が
豊
か
だ
っ
た
か
つ
て
の
沖
縄

で
は
、
樹
木
に
も
霊
魂
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
。
昔
、
あ
る
村
に
、
村
の

守
り
神
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
見

事
な
チ
ャ
ー
ギ
（
イ
ヌ
マ
キ
）
の
木
が

あ
り
、
毎
日
手
を
あ
わ
せ
て
拝
ん
で
い

た
働
き
者
の
男
が
い
た
。
あ
る
日
、
美

し
い
娘
が
現
れ
、
恋
仲
に
な
っ
た
二
人

は
夫
婦
に
な
り
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し
あ
わ
せ
な
日
々
を

送
る
。
し
か
し
、
立
派
な
チ
ャ
ー
ギ
が

首
里
の
役
人
の
目
に
止
ま
り
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築
城
の

た
め
の
御
用
材
と
し
て
差
し
出
す
よ
う

に
い
わ
れ
る
。
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だ
け
は
勘
弁
し
て

ほ
し
い
と
い
う
村
人
の
願
い
は
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
、
ど
っ
さ
り
ほ
う
び
を
や
る

か
ら
切
り
倒
す
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た

男
が
泣
く
泣
く
木
を
切
り
倒
し
た
時
、

最
愛
の
妻
は
息
絶
え
て
し
ま
い
、
村
も

だ
ん
だ
ん
衰
退
し
た
と
い
う
。
妻
は
チ

ャ
ー
ギ
の
精
だ
っ
た
。�

　
暗
い
宇
宙
空
間
に
青
く
輝
く
地
球
は
、

二
つ
と
な
い
人
類
の
家
で
あ
り
、
地
球

が
健
康
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っ
て
こ
そ
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類
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含
む
生

命
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も
ま
た
健
康
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活
を
営
む
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と

が
で
き
る
。
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コ
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ジ
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エ
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家
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ギ
リ
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語
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ジ
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計
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を

ノ
モ
ス
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管
理
）
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と
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す
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ち
、
食
料
や
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
を

供
給
し
て
く
れ
る
自
然
を
上
手
に
管
理

す
る
の
が
経
済
な
の
で
あ
る
。
経
済
活

動
と
は
、
資
源
（
天
然
資
源
、
人
的
資

源
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景
観
等
）
を
交
換
価
値
の
あ
る
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
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情
報
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い
う
形
に
し

て
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入
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得
る
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で
あ
る
か
ら
、
環

境
破
壊
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境
汚
染
を
続
け
る
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活
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遅
か
れ
早
か
れ
行
き
詰
ま
っ
て
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う
こ
と
は
明
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か
で
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る
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人
間
も

自
然
界
の
循
環
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
生
命
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、

自
然
界
が
生
産
す
る
よ
り
多
く
の
も
の

を
消
費
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。�

　
冒
頭
で
沖
縄
の
民
話
を
紹
介
し
た
の

は
、
今
、
沖
縄
の
自
然
環
境
が
経
済
振

興
と
い
う
か
け
声
の
下
に
風
前
の
灯
火

状
態
に
あ
る
か
ら
だ
。「
鶴
の
恩
返
し
」

な
ど
、
日
本
各
地
に
は
生
命
を
助
け
ら

れ
た
動
物
が
人
間
に
恩
返
し
を
す
る
民

話
が
多
い
が
、
人
間
が
欲
に
目
が
く
ら

ん
だ
り
、
約
束
を
破
っ
た
り
す
る
と
幸

福
は
消
え
て
し
ま
う
。�

　
先
ご
ろ
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
沖

縄
振
興
新
法
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

新
法
で
は
、
沖
縄
が
比
較
優
位
性
を
も

つ
重
要
な
産
業
と
し
て
観
光
産
業
を
あ

げ
て
い
る
。
沖
縄
の
海
や
山
は
、
人
々

の
心
を
癒
し
、
多
様
な
生
命
を
育
む
ば

か
り
で
な
く
、
地
球
規
模
で
み
て
も
貴

重
な
資
源
で
あ
る
。
島
は
小
さ
な
地
球

の
モ
デ
ル
だ
と
い
わ
れ
る
。
廃
棄
物
を

処
理
す
る
の
で
な
く
、
産
業
振
興
の
枠

組
み
に
島
の
生
態
系
保
全
を
組
込
む
資

源
循
環
型
社
会
、
す
な
わ
ち
資
源
の
効

率
的
利
用
を
目
指
す
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
経
済
は
沖
縄
が
率
先
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
り
、
観
光
産
業
振
興
の

視
点
か
ら
い
っ
て
も
経
済
的
に
十
分
見

返
り
の
あ
る
試
み
で
あ
る
。�

　
持
続
可
能
な
開
発
（
発
展
）
を
提
唱

し
た
リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
十
年
、

今
年
の
八
月
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
で
リ
オ
＋
10
の
国
際
会
議

が
開
か
れ
る
。
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
文
書
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
は
、

人
類
が
他
の
生
物
と
共
存
し
つ
つ
持
続

可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動

計
画
で
あ
る
。
今
や
、
自
然
環
境
の
保

全
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
あ
り
、
先

進
国
と
し
て
日
本
は
国
際
的
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
沖
縄
の
産
業
振
興
の
方
向

性
も
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
こ
と

に
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。�
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魚
人
魚
の
歌

�

　
チャー
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の
精�

人
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の
歌
と�
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の
精�

〜
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恵
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伊
波
美
智
子�

　「
人
魚
の
歌
」
と
い
う
民
話
が
石
垣

島
に
あ
る
。
今
か
ら
約
二
百
年
前
の
こ

と
、
月
夜
に
な
る
と
海
か
ら
物
悲
し
い

歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
大
津
波
の
前
夜
、
老
人
が
網
を

引
く
と
人
魚
が
か
か
っ
て
い
た
。
海
の

秘
密
を
教
え
る
か
ら
逃
が
し
て
く
れ
と

頼
む
人
魚
を
海
に
放
し
て
や
る
と
、
津

波
の
襲
来
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
知

ら
せ
を
き
い
て
山
に
避
難
し
た
人
々
は

難
を
逃
れ
、
信
用
し
な
か
っ
た
人
々
は

海
に
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
言
い
伝

え
で
あ
る
。
一
万
人
余
の
死
者
を
出
し

た
と
い
わ
れ
る
明
和
の
大
津
波
・
・
・

人
魚
は
人
間
に
災
害
を
知
ら
せ
る
た
め

に
歌
っ
て
い
た
の
だ
。�

　
地
震
や
津
波
等
の
災
害
は
自
然
界
の

動
き
を
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
で
、

あ
る
程
度
そ
の
予
兆
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
動
物
が
教
え
て
く
れ
た
と
い
う

の
は
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
。
先
人
が
語
り
継
い
で
き
た
民
話

の
中
に
私
た
ち
は
先
人
の
生
活
の
知
恵

や
倫
理
感
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

う
一
つ
沖
縄
の
民
話
を
紹
介
し
よ
う
。�

　
自
然
が
豊
か
だ
っ
た
か
つ
て
の
沖
縄

で
は
、
樹
木
に
も
霊
魂
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
。
昔
、
あ
る
村
に
、
村
の

守
り
神
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
見

事
な
チ
ャ
ー
ギ
（
イ
ヌ
マ
キ
）
の
木
が

あ
り
、
毎
日
手
を
あ
わ
せ
て
拝
ん
で
い

た
働
き
者
の
男
が
い
た
。
あ
る
日
、
美

し
い
娘
が
現
れ
、
恋
仲
に
な
っ
た
二
人

は
夫
婦
に
な
り
、
し
あ
わ
せ
な
日
々
を

送
る
。
し
か
し
、
立
派
な
チ
ャ
ー
ギ
が

首
里
の
役
人
の
目
に
止
ま
り
、
築
城
の

た
め
の
御
用
材
と
し
て
差
し
出
す
よ
う

に
い
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
は
勘
弁
し
て

ほ
し
い
と
い
う
村
人
の
願
い
は
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
、
ど
っ
さ
り
ほ
う
び
を
や
る

か
ら
切
り
倒
す
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た

男
が
泣
く
泣
く
木
を
切
り
倒
し
た
時
、

最
愛
の
妻
は
息
絶
え
て
し
ま
い
、
村
も

だ
ん
だ
ん
衰
退
し
た
と
い
う
。
妻
は
チ

ャ
ー
ギ
の
精
だ
っ
た
。�

　
暗
い
宇
宙
空
間
に
青
く
輝
く
地
球
は
、

二
つ
と
な
い
人
類
の
家
で
あ
り
、
地
球

が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
人
類
を
含
む
生

命
体
も
ま
た
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
エ
コ
と
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
エ
コ
の
語
源
は
同
じ
で
、「
家
」

と
い
う
意
味
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
語
の
オ

イ
コ
ス
に
由
来
す
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
は

家
（
地
球
、
自
然
生
態
系
）
の
こ
と
を

研
究
す
る
ロ
ゴ
ス
（
科
学
理
論
）
で
あ

り
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
家
（
家
計
）
を

ノ
モ
ス
（
管
理
）
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
食
料
や
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
を

供
給
し
て
く
れ
る
自
然
を
上
手
に
管
理

す
る
の
が
経
済
な
の
で
あ
る
。
経
済
活

動
と
は
、
資
源
（
天
然
資
源
、
人
的
資

源
、
景
観
等
）
を
交
換
価
値
の
あ
る
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
と
い
う
形
に
し

て
収
入
を
得
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
環

境
破
壊
や
環
境
汚
染
を
続
け
る
経
済
活

動
は
遅
か
れ
早
か
れ
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
人
間
も

自
然
界
の
循
環
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
生
命
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、

自
然
界
が
生
産
す
る
よ
り
多
く
の
も
の

を
消
費
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。�

　
冒
頭
で
沖
縄
の
民
話
を
紹
介
し
た
の

は
、
今
、
沖
縄
の
自
然
環
境
が
経
済
振

興
と
い
う
か
け
声
の
下
に
風
前
の
灯
火

状
態
に
あ
る
か
ら
だ
。「
鶴
の
恩
返
し
」

な
ど
、
日
本
各
地
に
は
生
命
を
助
け
ら

れ
た
動
物
が
人
間
に
恩
返
し
を
す
る
民

話
が
多
い
が
、
人
間
が
欲
に
目
が
く
ら

ん
だ
り
、
約
束
を
破
っ
た
り
す
る
と
幸

福
は
消
え
て
し
ま
う
。�

　
先
ご
ろ
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
沖

縄
振
興
新
法
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

新
法
で
は
、
沖
縄
が
比
較
優
位
性
を
も

つ
重
要
な
産
業
と
し
て
観
光
産
業
を
あ

げ
て
い
る
。
沖
縄
の
海
や
山
は
、
人
々

の
心
を
癒
し
、
多
様
な
生
命
を
育
む
ば

か
り
で
な
く
、
地
球
規
模
で
み
て
も
貴

重
な
資
源
で
あ
る
。
島
は
小
さ
な
地
球

の
モ
デ
ル
だ
と
い
わ
れ
る
。
廃
棄
物
を

処
理
す
る
の
で
な
く
、
産
業
振
興
の
枠

組
み
に
島
の
生
態
系
保
全
を
組
込
む
資

源
循
環
型
社
会
、
す
な
わ
ち
資
源
の
効

率
的
利
用
を
目
指
す
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
経
済
は
沖
縄
が
率
先
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
り
、
観
光
産
業
振
興
の

視
点
か
ら
い
っ
て
も
経
済
的
に
十
分
見

返
り
の
あ
る
試
み
で
あ
る
。�

　
持
続
可
能
な
開
発
（
発
展
）
を
提
唱

し
た
リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
十
年
、

今
年
の
八
月
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
で
リ
オ
＋
10
の
国
際
会
議

が
開
か
れ
る
。
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
文
書
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
は
、

人
類
が
他
の
生
物
と
共
存
し
つ
つ
持
続

可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動

計
画
で
あ
る
。
今
や
、
自
然
環
境
の
保

全
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
あ
り
、
先

進
国
と
し
て
日
本
は
国
際
的
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
沖
縄
の
産
業
振
興
の
方
向

性
も
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
こ
と

に
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。�

人
魚
人
魚
の
歌

�

　
チャー
ギ
の
精�
人
魚
の
歌
と�

　
チャー
ギ
の
精�

〜
持
続
可
能
な
発
展
と
先
人
の
知
恵
〜�

　�

　　　�
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沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
口
、産
業
の
集
中
し

て
い
る
沖
縄
本
島
に
集
中
し
、高
密
度
の

状
況
に
あ
る
た
め
、土
地
利
用
上
大
き
な

制
約
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、県
民
生
活
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

従
来
か
ら
米
軍
施
設
・
区
域
を
で
き
る
だ

け
早
期
に
整
理
・
統
合
・
縮
小
す
る
た
め

の
努
力
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成

八
年
十
二
月
に
は
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米

特
別
行
動
委
員
会
」（
S
A
C
O
）の
最

終
報
告
で
普
天
間
飛
行
場
等
の
十
一
施
設
・

区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
が
合
意
さ
れ
、

今
後
の
返
還
跡
地
の
有
効
利
用
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
返
還
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
直
接
結
び
つ
く

こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
・

文
化
・
自
然
等
を
活
か
し
、関
係
市
町
村

の
主
体
的
な
創
意
工
夫
を
基
本
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
務
部（
跡
地
利
用
対
策
課
）で
は
、関

係
市
町
村
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て
多

面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支

援
の
一
部
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。�

�

�������

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
「
駐

留
軍
用
地
跡
地
利
用
に
関
す
る
市
町
村

支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
、
市
町
村
に
対
し
、
返
還
跡
地
利
用

（
区
画
整
理
　
等
）
の
専
門
家
を
「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
の
跡
地
利
用
の
促
進

及
び
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。�

���

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
市
町

村
へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
に
、
有
識
者
等
で
構
成
す
る
市
町
村

支
援
事
業
検
討
会
を
設
置
し
、
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

は
じ
め
に�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

　
　
　
派
遣
事
業�

����

　
北
部
訓
練
場
及
び
安
波
訓
練
場
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
住
民
等
へ

の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催（
国

頭
村
主
催
）し
た
講
演
会
へ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
恩
納
村
通
信
所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

恩
納
村
の
担
当
者
へ
具
体
的
な
地
権
者

合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
方
策
、区
画
整

理
事
業
の
進
め
方
等
、跡
地
利
用
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、区
画
整
理

事
業
等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣

し
ま
し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、沖
縄
市
の
担
当
者

へ
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、平
成
十
二
年

度
に
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
地
主
や
自
治

会
の
代
表
者
、学
識
経
験
者
等
で
構
成
す

る「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
街
づ
く
り
懇

話
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業
等
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地

区
は
沖
縄
市
と
北
中
城
村
の
両
市
村
に

ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
三
年

度
は
、一
体
的
な
組
織
の
設
置
と
事
業
推

進
の
た
め
、区
画
整
理
事
業
の
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
北
中
城
村
の
返
還
跡
地
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、北
中
城
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、早
急
に
関
係
地
権
者
、

村
民
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
具
体
的
な
検
討

に
入
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
一
年

度
に
、北
中
城
村
が
開
催
し
た「
軍
用
地
跡

地
利
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及

び
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
３
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成
十
二
年
度
は
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
及

び
ジ
ュ
リ
ガ
マ
地
区
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、基

本
計
画
策
定
に
向
け
地
権
者
の
理
解
と
計

画
策
定
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た「
ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
等
軍
用
地
跡

地
利
用
講
演
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業

等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

　
平
成
十
三
年
は
、ア
ワ
セ
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、ゴ
ル
フ
場
と
土
地
利
用
転
換

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま

し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・
普
天
間
地
区（
斜
面

緑
地
）の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、斜
面
緑
地

の
活
用
方
策
と
そ
の
事
業
手
法
に
つい
て
指
導・

助
言
を
行
う
た
め
、総
合
的
な
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
那
覇
港
湾
施
設（
那
覇
軍
港
）地
区
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、返
還
時
期（
長
期
的
）を
あ

る
程
度
想
定
し
つ
つ
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
行
う
た
め
、港
湾
整
備
事
業
や
都

市
開
発
事
業
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
実
績�

国
頭
村�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
目
的�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
概
要�

アドバイザー派遣事業の流れ�アドバイザー派遣実績（写真）� アドバイザー派遣実績（図）�

　市町村支援事業説明会を開催し、事業の内容を�
　関係市町村へ周知する。�

　市町村からアドバイザー派遣の応募を受ける。�

　市町村支援事業検討会を開催し、アドバイザー�
　を決定する。�

　市町村にアドバイザーを派遣する。�

　アドバイザーは、アドバイザー派遣終了後、ア�
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沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
口
、産
業
の
集
中
し

て
い
る
沖
縄
本
島
に
集
中
し
、高
密
度
の

状
況
に
あ
る
た
め
、土
地
利
用
上
大
き
な

制
約
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、県
民
生
活
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

従
来
か
ら
米
軍
施
設
・
区
域
を
で
き
る
だ

け
早
期
に
整
理
・
統
合
・
縮
小
す
る
た
め

の
努
力
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成

八
年
十
二
月
に
は
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米

特
別
行
動
委
員
会
」（
S
A
C
O
）の
最

終
報
告
で
普
天
間
飛
行
場
等
の
十
一
施
設
・

区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
が
合
意
さ
れ
、

今
後
の
返
還
跡
地
の
有
効
利
用
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
返
還
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
直
接
結
び
つ
く

こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
・

文
化
・
自
然
等
を
活
か
し
、関
係
市
町
村

の
主
体
的
な
創
意
工
夫
を
基
本
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
務
部（
跡
地
利
用
対
策
課
）で
は
、関

係
市
町
村
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て
多

面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支

援
の
一
部
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。�

�

�������

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
「
駐

留
軍
用
地
跡
地
利
用
に
関
す
る
市
町
村

支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
、
市
町
村
に
対
し
、
返
還
跡
地
利
用

（
区
画
整
理
　
等
）
の
専
門
家
を
「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
の
跡
地
利
用
の
促
進

及
び
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。�

���

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
、
市
町

村
へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
に
、
有
識
者
等
で
構
成
す
る
市
町
村

支
援
事
業
検
討
会
を
設
置
し
、
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

は
じ
め
に�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

　
　
　
派
遣
事
業�

����

　
北
部
訓
練
場
及
び
安
波
訓
練
場
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
住
民
等
へ

の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催（
国

頭
村
主
催
）し
た
講
演
会
へ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
恩
納
村
通
信
所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

恩
納
村
の
担
当
者
へ
具
体
的
な
地
権
者

合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
方
策
、区
画
整

理
事
業
の
進
め
方
等
、跡
地
利
用
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、区
画
整
理

事
業
等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣

し
ま
し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、沖
縄
市
の
担
当
者

へ
指
導
・
助
言
を
行
う
た
め
、平
成
十
二
年

度
に
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
地
主
や
自
治

会
の
代
表
者
、学
識
経
験
者
等
で
構
成
す

る「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
街
づ
く
り
懇

話
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業
等
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地

区
は
沖
縄
市
と
北
中
城
村
の
両
市
村
に

ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
三
年

度
は
、一
体
的
な
組
織
の
設
置
と
事
業
推

進
の
た
め
、区
画
整
理
事
業
の
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
北
中
城
村
の
返
還
跡
地
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、北
中
城
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、早
急
に
関
係
地
権
者
、

村
民
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
具
体
的
な
検
討

に
入
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
一
年

度
に
、北
中
城
村
が
開
催
し
た「
軍
用
地
跡

地
利
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及

び
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
３
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成
十
二
年
度
は
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
及

び
ジ
ュ
リ
ガ
マ
地
区
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、基

本
計
画
策
定
に
向
け
地
権
者
の
理
解
と
計

画
策
定
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た「
ロ
ウ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
地
区
等
軍
用
地
跡

地
利
用
講
演
会
」へ
土
地
区
画
整
理
事
業

等
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�

　
平
成
十
三
年
は
、ア
ワ
セ
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、ゴ
ル
フ
場
と
土
地
利
用
転
換

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま

し
た
。�

��

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
・
普
天
間
地
区（
斜
面

緑
地
）の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、斜
面
緑
地

の
活
用
方
策
と
そ
の
事
業
手
法
に
つい
て
指
導・

助
言
を
行
う
た
め
、総
合
的
な
専
門
家
を

派
遣
し
ま
し
た
。�

��

　
那
覇
港
湾
施
設（
那
覇
軍
港
）地
区
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、返
還
時
期（
長
期
的
）を
あ

る
程
度
想
定
し
つ
つ
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
行
う
た
め
、港
湾
整
備
事
業
や
都

市
開
発
事
業
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。�
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ザ
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普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
は
沖
縄

の
振
興
拠
点
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る

と
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
発

整
備
を
迅
速
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
国
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
及
び
宜
野
湾

市
長
で
構
成
す
る
「
跡
地
利
用
対
策
準

備
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、
国
、
県
及

び
市
が
連
携
・
協
力
し
て
普
天
間
飛
行

場
の
跡
地
利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化
等

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
普
天
間
飛
行
場
は
、
広
大
な
面
積
で

か
つ
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
跡
地
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

地
権
者
や
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
関
係

者
と
の
調
整
等
に
相
当
の
困
難
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
総
務
部
に

お
い
て
は
、
跡
地
利
用
を
考
え
る
際
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
情
報
や
資
料
と
し

て
普
天
間
飛
行
場
が
基
地
と
し
て
接
収

さ
れ
る
前
の
当
時
の
情
景
や
生
活
風
景

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ

Ｇ
）
で
再
現
し
ま
し
た
。�

���

��

　
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
再
現
C
G
を

製
作
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
行
政
機
関
、
地
元
有
識
者
及

び
メ
デ
ィ
ア
・
C
G
製
作
の
専
門
家
等

で
構
成
す
る
「
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み

再
現
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
清
水

英
範
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を
設
置

し
、
戦
前
の
写
真
及
び
資
料
等
に
基
づ

い
て
同
委
員
会
で
映
像
及
び
シ
ナ
リ
オ

の
検
討
を
行
い
、
全
約
９
分
の
Ｃ
Ｇ
と

し
て
製
作
し
ま
し
た
。�

　
Ｃ
Ｇ
は
、
普
天
間
飛
行
場
を
広
域
的

な
面
か
ら
捉
え
る
観
点
か
ら
、
戦
前
の

中
南
部
地
域
を
俯
瞰
す
る
遠
景
と
当
時

普
天
間
飛
行
場
内
に
あ
っ
た
宜
野
湾
・

新
城
両
集
落
の
近
景
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
宜
野
湾
集
落
は
、
普
天
満
宮

参
詣
の
参
道
と
い
わ
れ
る
宜
野
湾
街
道

に
沿
う
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ
（
宜
野
湾

並
松
）
や
ナ
ン
マ
チ
沿
い
の
ジ
ノ
ー
ン

マ
チ
グ
ワ
ー
（
市
場
）
、
ウ
マ
ウ
ィ
ー

（
馬
場
）
を
中
心
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

新
城
集
落
は
、
同
集
落
の
開
拓
者
と
い

わ
れ
て
い
る
石
原
邸
の
昔
な
が
ら
の
民

家
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
再
現
し
て
い

ま
す
。�

�

な
お
、
Ｃ
Ｇ
の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
、

委
員
会
及
び
関
係
者
等
の
提
案
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

C
G
の
製
作
目
的
�

C
G
の
製
作
目
的
�

その�2
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オ
ゾ
ン
層
の
保
護
及
び
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
、業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
及
び

カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）の
大
気

中
へ
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、機
器
等
が
廃
棄
さ
れ
る
際
に
フ
ロ
ン
の
回
収
等
を
義

務
付
け
た
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
に
関
す
る

法
律（
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
）」
が
平
成
十
三
年
六
月
に
制
定
さ
れ
平
成
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が�

四
月
一
日
か
ら
施
行�

さ
れ
ま
す
。�

は
じ
め
に�

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
の
目
的�

地球温暖化のメカニズム�オゾン層破壊のメカニズム�

　
上
層
成
層
圏
に
存
在
す
る
オ
ゾ
ン

層
は
、太
陽
か
ら
の
有
害
紫
外
線
を

吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
命
を
保

護
す
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
が
、こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
エ
ア

コ
ン
の
冷
媒
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
フ
ロ
ン
類
の
う
ち
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ

Ｃ
が
、破
壊
し
て
い
る
こ
と
が
、一
九
七

〇
年
代
後
半
か
ら
問
題
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
、オ
ゾ
ン
層
保
護
法

に
よ
り
段
階
的
に
生
産
が
取
り
や
め

ら
れ
、代
替
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、Ｈ
Ｆ
Ｃ
は
、

Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
等
オ
ゾ
ン
層
破
壊

物
質
の
代
替
物
質
と
し
て
幅
広
い
用

途
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、二
酸
化
炭
素
の
数

百
〜
数
万
倍
の
温
暖
化
効
果
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
、こ
れ
も
回
収
・
破
壊
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。�

���

　
フ
ロ
ン
類
の
大
気
中
へ
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
、「
特
定
製
品
」か
ら

の
フ
ロ
ン
類
の
回
収
・
破
壊
の
促
進
等

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
及
び
国
、地
方

公
共
団
体
、事
業
者
等
の
責
務
を
定

め
て
い
ま
す
。�
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普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
は
沖
縄

の
振
興
拠
点
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る

と
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
発

整
備
を
迅
速
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
国
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
及
び
北
方
対
策

担
当
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
及
び
宜
野
湾

市
長
で
構
成
す
る
「
跡
地
利
用
対
策
準

備
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、
国
、
県
及

び
市
が
連
携
・
協
力
し
て
普
天
間
飛
行

場
の
跡
地
利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化
等

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
普
天
間
飛
行
場
は
、
広
大
な
面
積
で

か
つ
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
跡
地
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

地
権
者
や
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
関
係

者
と
の
調
整
等
に
相
当
の
困
難
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
総
務
部
に

お
い
て
は
、
跡
地
利
用
を
考
え
る
際
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
情
報
や
資
料
と
し

て
普
天
間
飛
行
場
が
基
地
と
し
て
接
収

さ
れ
る
前
の
当
時
の
情
景
や
生
活
風
景

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ

Ｇ
）
で
再
現
し
ま
し
た
。�

���

��

　
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
再
現
C
G
を

製
作
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
行
政
機
関
、
地
元
有
識
者
及

び
メ
デ
ィ
ア
・
C
G
製
作
の
専
門
家
等

で
構
成
す
る
「
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み

再
現
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
清
水

英
範
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を
設
置

し
、
戦
前
の
写
真
及
び
資
料
等
に
基
づ

い
て
同
委
員
会
で
映
像
及
び
シ
ナ
リ
オ

の
検
討
を
行
い
、
全
約
９
分
の
Ｃ
Ｇ
と

し
て
製
作
し
ま
し
た
。�

　
Ｃ
Ｇ
は
、
普
天
間
飛
行
場
を
広
域
的

な
面
か
ら
捉
え
る
観
点
か
ら
、
戦
前
の

中
南
部
地
域
を
俯
瞰
す
る
遠
景
と
当
時

普
天
間
飛
行
場
内
に
あ
っ
た
宜
野
湾
・

新
城
両
集
落
の
近
景
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
宜
野
湾
集
落
は
、
普
天
満
宮

参
詣
の
参
道
と
い
わ
れ
る
宜
野
湾
街
道

に
沿
う
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ
（
宜
野
湾

並
松
）
や
ナ
ン
マ
チ
沿
い
の
ジ
ノ
ー
ン

マ
チ
グ
ワ
ー
（
市
場
）
、
ウ
マ
ウ
ィ
ー

（
馬
場
）
を
中
心
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

新
城
集
落
は
、
同
集
落
の
開
拓
者
と
い

わ
れ
て
い
る
石
原
邸
の
昔
な
が
ら
の
民
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活
の
様
子
な
ど
を
再
現
し
て
い

ま
す
。�

�

な
お
、
Ｃ
Ｇ
の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
、

委
員
会
及
び
関
係
者
等
の
提
案
を
踏
ま

え
て
検
討
す
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こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

C
G
の
製
作
目
的
�

C
G
の
製
作
目
的
�
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オ
ゾ
ン
層
の
保
護
及
び
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
、業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
及
び

カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）の
大
気

中
へ
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、機
器
等
が
廃
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さ
れ
る
際
に
フ
ロ
ン
の
回
収
等
を
義
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付
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た
「
特
定
製
品
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フ
ロ
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ロ
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回
収
破
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月
一
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す
。�

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
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一
日
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施
行�

さ
れ
ま
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フ
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破
壊
法
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て
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る
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の
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ち
Ｃ
Ｆ
Ｃ
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が
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が
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七
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と
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ま
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た
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に
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に
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が
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や
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れ
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替
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ロ
ン
へ
の
転
換
が
進
め
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て
お
り
ま
す
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た
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は
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破
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物
質
の
代
替
物
質
と
し
て
幅
広
い
用

途
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、二
酸
化
炭
素
の
数

百
〜
数
万
倍
の
温
暖
化
効
果
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
、こ
れ
も
回
収
・
破
壊
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
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���

　
フ
ロ
ン
類
の
大
気
中
へ
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
、「
特
定
製
品
」か
ら

の
フ
ロ
ン
類
の
回
収
・
破
壊
の
促
進
等

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
及
び
国
、地
方

公
共
団
体
、事
業
者
等
の
責
務
を
定

め
て
い
ま
す
。�
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冷媒番号：R11／R12／R502

対象となる「フロン類」とは�

冷媒番号：R22

冷媒番号：R134a／R404A／R407C／R410A

対
象
と
な
る
機
器�

フ
ロ
ン
放
出
の
禁
止�

第１種特定製品�

第2種特定製品�

【
機
器
の
廃
棄
者（
ユ
ー
ザ
ー
）は
】�

【
各
事
業
者
に
あ
っ
て
は
】�

【
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
等
は
】�

【
フ
ロ
ン
類
破
壊
業
者
等
は
】�

業務用の機器であって、冷媒として
フロンが充填されているエアコン、冷
蔵機器及び冷凍機器（自動販売機
を含む）�

冷媒としてフロンが充填されている
自動車用エアコン�

6March 2002March 20027

フロンの回収及び破壊のシステム�

○
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器（
第
一
種
特
定
製
品
）�

　
フ
ロ
ン
類
が
充
て
ん
さ
れ
て
い
る

業
務
用
の
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、冷

蔵
機
器
及
び
冷
凍
機
器（
フ
ロ
ン
類

が
充
て
ん
さ
れ
た
自
動
販
売
機
を

含
む
）で
、主
な
も
の
と
し
て
、エ
ア
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
は
、パッ
ケ
ー
ジ
エ
ア

コ
ン
、空
調
用
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
が
、

冷
蔵
機
器
及
び
冷
凍
機
器
に
は
、冷

蔵
用
・
冷
凍
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、製
氷

器
が
、自
動
販
売
機
に
は
、飲
料
自

動
販
売
機
、食
品
自
動
販
売
機
な
ど

が
あ
り
ま
す
。�

○
カ
ー
エ
ア
コ
ン（
第
二
種
特
定
製
品
）�

　
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
エ
ア

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
っ
て
、冷
媒
と

し
て
フ
ロ
ン
類
が
充
て
ん
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、被
け
ん
引
車
、二
輪
自
動
車
、

特
殊
自
動
車
を
除
く
、自
動
車
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
人
用
の
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、カ
ー
エ
ア
コ
ン
か
ら
の
フ
ロ
ン

類
の
回
収
に
係
る
義
務
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
十
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行（
業
の
登
録
は
平
成
十
四
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
）さ
れ
ま
す�

　
家
庭
用
冷
蔵
庫
及
び
家
庭
用
エ

ア
コ
ン
は
、フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
平

成
十
三
年
四
月
か
ら
完
全
施
行
さ

れ
た「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」で
、別

途
フ
ロ
ン
回
収
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。�

　「フロン類」とは、オゾン層破壊物質であるクロロフルオロカーボン（CFC）とハイド
ロクロロフルカーボン（HCFC）、オゾン層破壊物質ではないが温室効果ガスである
ハイドロフルオロカーボン（HFC）です。�

●
　
何
人
も
み
だ
り
に
特
定
製
品（
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
及
び
カ
ー
エ
ア
コ
ン
）か

ら
フ
ロ
ン
を
放
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

違
反
者
に
は
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。�

●
　
フ
ロ
ン
類
回
収
を
業
と
し
て
行
う
も

の
は
登
録
、破
壊
を
業
と
し
て
行
う
も
の

は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

●
　
製
造
業
者
等
は
製
品
に
、フ
ロ
ン
類
の

放
出
の
禁
止
、フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
な

こ
と
等
に
つ
い
て
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。�

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割�

　
フ
ロ
ン
回
収
業
者
に
対
し
て
、自
ら
又
は

他
の
者
に
委
託
し
て
、充
て
ん
さ
れ
て
い
る

フ
ロ
ン
類
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん（
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、自
動
車
解
体

業
者
等
の
取
引
業
者
へ
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
の

フ
ロ
ン
類
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。）。ま
た
、回
収
業
者
等
の
請
求
に
応

じ
、適
正
な
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。�

��

　
機
器
の
廃
棄
者
等
か
ら
引
き
取
っ
た
フ

ロ
ン
類
を
、フ
ロ
ン
類
破
壊
業
者
に
引
き
渡

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
自
ら
再
利
用

等
す
る
場
合
を
除
く
）�

��

　
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
等
か
ら
引
き
取
っ

た
フ
ロ
ン
類
を
、破
壊
に
関
す
る
基
準
に
従

っ
て
、破
壊
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

��

　
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、当

該
フ
ロ
ン
類
の
引
取
り
を
拒
む
こ
と
は
で

き
ず
、回
収
量
お
よ
び
破
壊
数
量
等
を
、

記
録
し
登
録
を
受
け
た
県（
破
壊
業
者
は

国
）に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。�

問
合
せ
先�

経
済
産
業
部
環
境
資
源
課�

（
T
E
L
〇
九
八
ー
八
六
六
ー
〇
〇
六
八
）�
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既
に
事
業
が
完
了
し
地
下
ダ
ム
が
供

用
開
始
さ
れ
た
宮
古
島
で
は
、
地
下
水

位
も
満
水
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
夏

に
は
、
こ
の
地
下
ダ
ム
か
ら
汲
み
上
げ

ら
れ
た
水
が
農
業
用
水
と
し
て
サ
ト
ウ

キ
ビ
や
野
菜
な
ど
に
勢
い
よ
く
散
水
さ

れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
河
川
の
な
い
離
島
に
お
け
る
水
資
源

不
足
の
解
決
策
と
し
て
、
今
後
と
も
地

下
ダ
ム
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。�

地
下
ダ
ム
に
よ
る�

農
業
用
水
の
確
保
と�

か
ん
が
い
排
水
事
業
の�

実
施
状
況�
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は
じ
め
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1　
琉
球
列
島
に
は
、
「
琉
球
石
灰
岩
」

と
呼
ば
れ
る
、
珊
瑚
礁
に
生
息
す
る
有

孔
虫
や
珊
瑚
と
い
っ
た
生
物
の
石
灰
質

の
殻
や
骨
格
が
珊
瑚
礁
や
そ
の
周
辺
に

堆
積
し
て
固
結
し
て
形
成
さ
れ
た
地
層

が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
地
層
を
有
す
る
地
域
、

特
に
離
島
で
は
、
降
雨
に
よ
る
水
の
約

五
十
％
が
蒸
発
散
に
よ
り
失
わ
れ
、
約

四
十
％
が
地
下
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
、

河
川
が
ほ
と
ん
ど
発
達
し
て
い
な
い
た

め
水
資
源
に
乏
し
い
地
域
と
な
っ
て
お

り
、
農
業
用
水
の
確
保
に
苦
労
し
て
き

ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
琉
球
石
灰
岩
に

は
多
数
の
空
隙
が
存
在
す
る
た
め
地
下

水
を
貯
め
や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
を
活

か
し
て
、
地
下
に
止
水
壁
を
つ
く
る
こ

と
で
、
琉
球
石
灰
岩
の
中
に
地
下
水
を

貯
め
、
そ
の
水
を
汲
み
上
げ
て
農
業
用

水
に
利
用
す
る
地
下
ダ
ム
計
画
が
考
え

ら
れ
ま
し
た
。�

事
業
実
施
状
況�

2　
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
よ
り
地
下
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
た
、
ま
た
は
今
後
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、
平
成
十

二
年
度
に
事
業
が
完
了
し
た
国
営
宮
古

地
区
を
は
じ
め
、
現
在
事
業
を
実
施
し

て
い
る
国
営
沖
縄
本
島
南
部
地
区
、
国

営
伊
是
名
地
区
、
県
営
カ
ン
ジ
ン
地
区
、

県
営
与
勝
地
区
、
さ
ら
に
、
事
業
着
工

に
向
け
今
年
度
か
ら
施
設
の
詳
細
設
計

の
た
め
「
全
体
実
施
設
計
」
を
行
っ
て

い
る
国
営
伊
江
地
区
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
地
区
で
建
設
さ
れ
る
地
下

ダ
ム
が
全
て
完
成
す
る
と
、
約
二
万
二

千
ト
ン
の
農
業
用
水
が
新
た
に
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
約
一
万
二
千
ｈ
ａ
の

農
地
へ
の
水
の
供
給
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
沖
縄
県
の
全
農
地
面
積

約
四
万
千
ｈ
ａ
の
約
三
割
に
あ
た
り
ま

す
。�

地
下
ダ
ム
の
種
類�

3　
地
下
ダ
ム
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
地

下
水
位
の
上
昇
を
目
的
と
し
た
『
堰
上

げ
型
』
と
地
下
水
へ
の
海
水
の
侵
入
を

阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
塩
水

侵
入
阻
止
型
』
に
分
か
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
締
め
切
り
（
地
下
水
を
堰
き

止
め
る
こ
と
）
を
行
う
場
所
の
地
質
状

況
、
地
形
条
件
、
施
設
規
模
等
に
よ
り

『
注
入
工
法
』
（
地
上
か
ら
水
を
通
さ

な
い
層
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
で
孔
を
あ
け

て
、
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
な
ど
を
圧
力
を

か
け
て
注
入
す
る
方
法
）
、
『
地
下
連

続
壁
工
法
』
（
地
下
に
遮
水
性
の
壁
を

連
続
的
に
設
け
る
方
法
）
、
『
建
て
込

み
工
法
』
、
『
開
削
工
法
』
と
、
締
切

り
工
法
が
分
類
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
県
内
で
造
ら
れ
て
き
た

地
下
ダ
ム
は
、
『
地
下
連
続
壁
工
法
』

が
主
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

4

琉球石灰岩�

地下ダム貯留水�

地下ダム建設後の地下水の流れ�

難透水基盤�

琉球石灰岩が分布する島岨での水収支模式図�

降水　100％�

蒸発散　50％�

地表流出�
　　10％�

地下水流出�
　　　40％�

琉球石灰岩�

難透水基盤�
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の  
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〈
経
済
産
業
部
〉�

　
平
成
十
四
年
一
月
二
十
九
日(

火)

、

三
十
日(

水)

の
二
日
間
、
宜
野
湾
市
の

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示

棟
で
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄
二
〇

〇
二
」
、
「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�
�

【
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄
二
〇
〇
二
】�

　
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
他
に
は
な
い

技
術
で
新
規
事
業
に
挑
戦
す
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
は
、
我
が
国
経
済
活
性
化
の

牽
引
力
と
し
て
、
ま
た
、
新
た
な
雇
用

の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
政
府
と
し

て
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
新
規
事
業

の
育
成
、
支
援
の
た
め
の
各
種
施
策
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
」
も
そ
の
一
環
と
し
て
、

平
成
八
年
度
か
ら
全
国
九
カ
所
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
で
六
回
目
の
開
催
と
な
る
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄
」
で
す
が
、
「
ビ

ジ
ネ
ス
」
、
「
特
許
」
、
「
人
材
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

特
許
庁
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
主
催
の

「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」
、
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
主
催
の
「
人
と
仕
事
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
」
と
の
併
催
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄
」
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
八
月
に
出
展

企
業
等
の
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
次
の
八
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�●

レ
キ
オ
ス
航
空(

株)�
  

「
“新
し
い
沖
縄
の
翼
”レ
キ
オ
ス
航
空
」�
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●(
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行�

「
公
衆
用
携
帯
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話
充
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器
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ー
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ー
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販
売
・
設
置

　
事
業
」�
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株)

ト
ラ
ン
ス
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「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
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ャ
ン
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ー
容

　
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
」�

�

●
沖
縄
三
共
機
器
製
作
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「
防
水
塗
料
の
攪
拌
に
使
用
す
る
撹
拌

　
装
置
の
製
造
・
販
売
」�

�

●
シ
ン
プ
ル
ハ
ウ
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「
壁
掛
け
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納
家
具
シ
ス
テ
ム
販
売
促
進
」�

●(

有)

サ
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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「
小
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模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
構
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支
援
」�

�

●(
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�

「
次
世
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キ
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」�

�

●(
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バ
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禄�

�
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バ
イ
オ
製
品
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究
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発
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ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
開
催
当
日
は
、

こ
れ
ら
の
方
々
が
、
投
資
家
や
将
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
方
々
に

対
し
て
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も

に
、
個
別
ブ
ー
ス
に
お
い
て
商
談
を
行

っ
た
り
、
来
場
者
に
対
し
て
技
術
や
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。�

�
�【

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
全
国
大
会
】�

　
ま
た
、
平
成
十
四
年
一
月
二
十
四
日

(

木)

か
ら
二
十
五
日(

金)

の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
東
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国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
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開

催
さ
れ
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
ア

JA
PA
N
2002

」(
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企
業
庁
、

中
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企
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事
業
団)
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ー
プ
ラ
ザ
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国
大

会
」
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さ
れ
、
沖
縄
か
ら
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レ
キ
オ
ス
航
空(

株)

、(

有)

あ
行
、(

株)

ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
、
シ
ン
プ
ル
ハ
ウ

ス
、(

有)

サ
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
の
五
社
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
アJA

PA
N
2002

」
に
お

い
て
は
、
沖
縄
か
ら
の
参
加
者
も
含
め

三
百
社
が
出
展
し
、
二
万
名
を
越
え
る

来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。�

�
�【

特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
の
開
催
】�

　
我
が
国
産
業
界
の
研
究
成
果
で
あ
る

特
許
技
術
の
有
効
な
活
用
や
、
大
学
・

試
験
研
究
機
関
等
か
ら
生
ま
れ
る
研
究

成
果
の
実
用
化
を
図
る
こ
と
は
、
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
力
向
上
、
新

規
事
業
の
創
出
に
極
め
て
有
益
な
も
の

と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
、
特
許
庁
と
沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
、
特
許
流
通
施
策
の
一

環
と
し
て
、
特
許
・
技
術
の
導
入
を
希

望
す
る
地
域
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
そ
の
提
供
も
と
で
あ
る
研
究
機
関
、

大
学
、
企
業
、
さ
ら
に
は
特
許
流
通
支

援
機
関
等
と
が
直
接
交
流
す
る
場
と
し

て
「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」
を
開

催
し
ま
し
た
。�

　
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
「
特
許
流

通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」
で
は
、
県
内
外
か

ら
特
許
を
保
有
す
る
企
業
・
機
関
及
び

特
許
流
通
支
援
機
関
の
二
十
七
社
が
出

展
し
、
独
自
の
特
許
技
術
や
特
許
支
援

施
策
を
ブ
ー
ス
形
式
で
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
基
調
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�【

基
調
講
演
会
】�

�

　
一
月
二
十
九
日
（
火
）
の
午
前
中
に

は
、
弘
田
精
二
特
許
庁
審
査
業
務
部
長

に
よ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
と
デ
ザ
イ
ン
　
―

そ
の
新
た
な
創
造
と
保
護
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
場
に
は
百
三
十

名
の
聴
講
者
が
詰
め
か
け
、
立
ち
見
の

方
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。�

�
�【

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】�

　
一
月
二
十
九
日
（
火
）
の
午
後
に
は
、

日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
企
業
の
方
々

に
よ
る
「
二
十
一
世
紀
の
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�
�　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
「
特
許
情
報

検
索
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
特
許
流
通

成
功
事
例
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

来
場
者
は
、
特
許
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
し
た
り
、
特
許
の
技
術
移

転
で
成
功
し
た
事
例
パ
ネ
ル
を
熱
心
に

読
ま
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

�
�　

な
お
、
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄

2002

」
、
「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in

沖

縄
」
、
「
人
と
仕
事
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

の
来
場
者
は
、
二
日
間
で
延
べ
四
千
七

百
名
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�
�〈

特
許
提
供
企
業
・
機
関
〉�

　
合
資
会
社
ア
イ
ワ
ー
ク
、
新
井
芳
雄
、

㈱
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
、
沖
縄
県
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
事
業
協
同
組
合
、
沖

縄
電
力
㈱
、
㈱
カ
イ
コ
ン
、
㈱
か
た
や

ま
、
㈱
キ
ー
ト
ロ
ン
、
㈲
コ
ズ
グ
ロ
ジ

ャ
パ
ン
、
㈱
昭
和
企
画
、
㈱
新
洋
、
㈱

武
部
環
境
研
究
所
、
中
部
デ
ン
タ
ル
ス

タ
ジ
オ
、
㈱
つ
み
き
ハ
ウ
ス
、
八
伸
、

林
商
会
㈱
、
㈲
丸
海
、
㈲
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
沖
縄
、
日
本
大
学
国
際

産
業
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
育
成
セ
ン
タ
ー
、

明
治
大
学
知
的
資
産
セ
ン
タ
ー
、
琉
球

大
学
、
沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

九
州
セ
ン
タ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構�

〈
特
許
流
通
支
援
機
関
〉�

　
沖
縄
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
、
独

立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
総
合
情
報
館
、

（
財
）
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
、
（
社
）
発

明
協
会
沖
縄
県
支
部
、
日
本
弁
理
士
会�
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シ
ン
プ
ル
ハ
ウ
ス�

 

「
壁
掛
け
収
納
家
具
シ
ス
テ
ム
販
売
促
進
」�

●(

有)

サ
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ�

 

「
小
規
模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
構
築
支
援
」�

�

●(

株)

発
創
プ
ロ
モ
ー
ト�

�

「
次
世
代
キ
ャ
ス
タ
ー
制
作
販
売
」�

�

●(

有)

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
小
禄�

�

「
バ
イ
オ
製
品
の
研
究
開
発
・
生
産
販

　
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」�

�
�　

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
開
催
当
日
は
、

こ
れ
ら
の
方
々
が
、
投
資
家
や
将
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
方
々
に

対
し
て
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も

に
、
個
別
ブ
ー
ス
に
お
い
て
商
談
を
行

っ
た
り
、
来
場
者
に
対
し
て
技
術
や
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。�

�
�【

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
全
国
大
会
】�

　
ま
た
、
平
成
十
四
年
一
月
二
十
四
日

(

木)

か
ら
二
十
五
日(

金)

の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
さ
れ
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
ア

JA
PA
N
2002

」(

主
催:

中
小
企
業
庁
、

中
小
企
業
総
合
事
業
団)

に
お
い
て
、

「
第
一
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
全
国
大

会
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、
沖
縄
か
ら
は

レ
キ
オ
ス
航
空(

株)

、(

有)

あ
行
、(

株)

ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
、
シ
ン
プ
ル
ハ
ウ

ス
、(

有)

サ
イ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
の
五
社
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
アJA

PA
N
2002

」
に
お

い
て
は
、
沖
縄
か
ら
の
参
加
者
も
含
め

三
百
社
が
出
展
し
、
二
万
名
を
越
え
る

来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。�

�
�【

特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
の
開
催
】�

　
我
が
国
産
業
界
の
研
究
成
果
で
あ
る

特
許
技
術
の
有
効
な
活
用
や
、
大
学
・

試
験
研
究
機
関
等
か
ら
生
ま
れ
る
研
究

成
果
の
実
用
化
を
図
る
こ
と
は
、
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
力
向
上
、
新

規
事
業
の
創
出
に
極
め
て
有
益
な
も
の

と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
、
特
許
庁
と
沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
、
特
許
流
通
施
策
の
一

環
と
し
て
、
特
許
・
技
術
の
導
入
を
希

望
す
る
地
域
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
そ
の
提
供
も
と
で
あ
る
研
究
機
関
、

大
学
、
企
業
、
さ
ら
に
は
特
許
流
通
支

援
機
関
等
と
が
直
接
交
流
す
る
場
と
し

て
「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」
を
開

催
し
ま
し
た
。�

　
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
「
特
許
流

通
フ
ェ
ア
in
沖
縄
」
で
は
、
県
内
外
か

ら
特
許
を
保
有
す
る
企
業
・
機
関
及
び

特
許
流
通
支
援
機
関
の
二
十
七
社
が
出

展
し
、
独
自
の
特
許
技
術
や
特
許
支
援

施
策
を
ブ
ー
ス
形
式
で
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
基
調
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�
�【

基
調
講
演
会
】�

�

　
一
月
二
十
九
日
（
火
）
の
午
前
中
に

は
、
弘
田
精
二
特
許
庁
審
査
業
務
部
長

に
よ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
と
デ
ザ
イ
ン
　
―

そ
の
新
た
な
創
造
と
保
護
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
場
に
は
百
三
十

名
の
聴
講
者
が
詰
め
か
け
、
立
ち
見
の

方
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。�

�
�【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】�

　
一
月
二
十
九
日
（
火
）
の
午
後
に
は
、

日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
企
業
の
方
々

に
よ
る
「
二
十
一
世
紀
の
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�
�　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
「
特
許
情
報

検
索
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
特
許
流
通

成
功
事
例
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

来
場
者
は
、
特
許
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
し
た
り
、
特
許
の
技
術
移

転
で
成
功
し
た
事
例
パ
ネ
ル
を
熱
心
に

読
ま
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

�
�　

な
お
、
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄

2002

」
、
「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
in

沖

縄
」
、
「
人
と
仕
事
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

の
来
場
者
は
、
二
日
間
で
延
べ
四
千
七

百
名
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�
�〈

特
許
提
供
企
業
・
機
関
〉�

　
合
資
会
社
ア
イ
ワ
ー
ク
、
新
井
芳
雄
、

㈱
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
、
沖
縄
県
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
事
業
協
同
組
合
、
沖

縄
電
力
㈱
、
㈱
カ
イ
コ
ン
、
㈱
か
た
や

ま
、
㈱
キ
ー
ト
ロ
ン
、
㈲
コ
ズ
グ
ロ
ジ

ャ
パ
ン
、
㈱
昭
和
企
画
、
㈱
新
洋
、
㈱

武
部
環
境
研
究
所
、
中
部
デ
ン
タ
ル
ス

タ
ジ
オ
、
㈱
つ
み
き
ハ
ウ
ス
、
八
伸
、

林
商
会
㈱
、
㈲
丸
海
、
㈲
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
沖
縄
、
日
本
大
学
国
際

産
業
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
育
成
セ
ン
タ
ー
、

明
治
大
学
知
的
資
産
セ
ン
タ
ー
、
琉
球

大
学
、
沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

九
州
セ
ン
タ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構�

〈
特
許
流
通
支
援
機
関
〉�

　
沖
縄
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
、
独

立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
総
合
情
報
館
、

（
財
）
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
、
（
社
）
発

明
協
会
沖
縄
県
支
部
、
日
本
弁
理
士
会�
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開
発
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部
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あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・�

サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�
！�！�

　「
実
施
団
体
」「
道
路
管
理
者
」「
協
力

者
」の
３
者
で
協
定
を
結
び
ま
す
。さ
ら
に
、

具
体
的
な
植
樹
帯
等
管
理
、清
掃
回
数

な
ど
の
細
か
い
取
り
決
め
は
確
認
書
で
行

い
ま
す
。�

�

一
、協
定
の
締
結�

　「
実
施
団
体（
住
民
グ
ル
ー
プ
等
）」、「
協

力
者（
市
町
村
）」「
道
路
管
理
者（
沖
縄

総
合
事
務
局
・
国
道
事
務
所
）」の
三
者
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
区
域
、期
間
、作

業
内
容
に
つ
い
て
協
定
を
結
ぶ
。�

�

二
、関
係
団
体
の
役
割�

①
実
施
団
体（
住
民
グ
ル
ー
プ
等
）�

協
定
に
基
づ
き
、
決
め
ら
れ
た
一
定
の

道
路
区
域
の
中
で
、
草
木
の
手
入
れ
、

散
乱
ご
み
の
清
掃
、
草
花
の
管
理
等
を

定
期
的
に
行
う
。�

②
協
力
者
（
市
町
村
）�

実
施
団
体
と
道
路
管
理
者
の
仲
立
ち
を

し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
端
を
担
う
。
ま
た
、
協
定
に
よ
り
収

集
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
等
を
行
う
。�

③
道
路
管
理
者�

　（
沖
縄
総
合
事
務
局
・
国
道
事
務
所
）�

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
実
施
区
域
に
設
置
す
る
。�

ま
た
、清
掃
用
具
の
配
布
、作
業
中
の
事

故
防
止
の
指
導
等
を
行
う 

。�

　
私
達
は
平
成
十
二
年
に
行
わ
れ
た
、九
州・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
、ザ
・

ブ
セ
ナ
テ
ラ
ス
ホ
テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

部
門
ガ
ー
デ
ン
チ
ー
ム
で
す
。�

　
私
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る

場
所
は
、沖
縄
県
名
護
市
の
玄
関
と
い

わ
れ
て
い
る
国
道
五
十
八
号
沿
い
に
あ

り
ま
す
。�

　
ホ
テ
ル
入
口
の
緑
地
帯
、主
に
芝
地
部

分
の
管
理（
潅
水
、芝
刈
、除
草
、清
掃
）を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
参
加
初
期
の
頃
は
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
と
芝
地
に
マ
イ
カ
ー
が
乗
り
上
げ

ら
れ
デ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
、枯
れ
状
態
に
さ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。�

　
又
空
き
缶
、ゴ
ミ
等
の
放
置
も
多
数
あ

り
ま
し
た
。作
業
を
行
う
に
つ
れ
、私
達
の

願
い
が
通
じ
た
の
か
、徐
々
に
乗
り
上
げ
、

ゴ
ミ
放
置
な
ど
が
減
少
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。　 

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
が
直
接
管
理
し
て
い
る
道
路(

直
轄
国
道)

を
対

象
と
し
て
、行
わ
れ
る
歩
道
等
の
美
化
・
清
掃
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
道

路
を
慈
し
み
、住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
自
然

な
心
を
形
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。  

地
域
の
歩
道
に
設
置
さ
れ

た
植
樹
帯
等
の
美
化
や
歩
道
の
清
掃
に
、地
域
の
方
や
企
業
の
皆
さ

ん
が
「
実
施
団
体
」（
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
）と
な
り

活
動
し
ま
す
。そ
の
心
あ
た
た
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る「
実

施
団
体
」
に
対
し
て
、沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
市
町
村
が
協
力
し
て
、

清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
・
実
施
団
体
名
入
り
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設

置
及
び
ゴ
ミ
の
処
理
等
を
支
援
し
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
道
路

へ
の
愛
着
心
を
深
め
ま
す
。�

道路管理者�

沖縄総合事務局・�
国道事務所等�

・用具の支給�
・サインボードの設置�
・安全指導�
・事務局�

実施団体�

・清掃活動�
・植樹等の管理�
・その他�

住民グループ�

協力者�

市町村�
・収集ゴミの回収・処理�
・実施団体の連絡窓口�

　
私
達
の
活
動
範
囲
は
、リ
ゾ
ー
ト
観
光

地
と
し
て
国
道
五
十
八
号
沿
い
に
休
憩
所

が
あ
り
ま
す
。県
内
外
か
ら
観
光
に
訪
れ

る
方
々
が
利
用
し
て
、空
き
缶
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
ゴ
ミ
が
投
げ
捨
て
ら
れ
目
立
つ
た
め「
芝

生
・
歩
道
・
駐
車
場
は
私
達
が
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
」と
い
う
看
板
を
設
置
し
て
い
て
、

普
段
か
ら
清
掃
や
草
刈
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。�

　「
美
し
い
恩
納
村
へ
よ
う
こ
そ
」と
の
思

い
で
美
化
活
動
に
取
り
組
み
、サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
安
富
祖
ク
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
沖
縄
県
内
に
お
い
て
、

従
来
か
ら
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行

わ
れ
て
き
た
取
り
組
み
を
よ
り
よ
い
形

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
全
国
か
ら
は
「
ポ

イ
捨
て
防
止
等
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
」
や
「
き
れ
い
で
花
が

あ
ふ
れ
る
親
し
み
が
も
て
る
道
路
に
な

っ
た
」
等
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
な
ど
各
地
で
好
感
的
な
評
価
を
得

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
民
間
企
業
で
も
、
環
境
保
全

の
活
動
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
積
極

的
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
企
業
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通

省
で
は
一
般
国
道
（
直
轄
管
理
区
間
）

の
美
化
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
店
舗
が
所
属
す
る
企
業
の
本
社

と 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
協
定
を
一
括
に
締
結
す
る
こ
と
と
し
、イ

オ
ン（
株
）及
び
イ
オ
ン
各
社
と
沖
縄
総
合

事
務
局
で
協
定
の
締
結
を
昨
年
十
二
月

に
行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
沖
縄
県

内
に
お
け
る
イ
オ
ン
各
店
舗
が
今
年
一
月

よ
り
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
参
加
団
体
へ
の
拡
充
や
実
施
団
体

等
へ
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
広
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
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。
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あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・�

サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か�

！�！�

　「
実
施
団
体
」「
道
路
管
理
者
」「
協
力

者
」の
３
者
で
協
定
を
結
び
ま
す
。さ
ら
に
、

具
体
的
な
植
樹
帯
等
管
理
、清
掃
回
数

な
ど
の
細
か
い
取
り
決
め
は
確
認
書
で
行

い
ま
す
。�

�

一
、協
定
の
締
結�

　「
実
施
団
体（
住
民
グ
ル
ー
プ
等
）」、「
協

力
者（
市
町
村
）」「
道
路
管
理
者（
沖
縄

総
合
事
務
局
・
国
道
事
務
所
）」の
三
者
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
区
域
、期
間
、作

業
内
容
に
つ
い
て
協
定
を
結
ぶ
。�

�

二
、関
係
団
体
の
役
割�

①
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施
団
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民
グ
ル
ー
プ
等
）�
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道
路
区
域
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入
れ
、

散
乱
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掃
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定
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②
協
力
者
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市
町
村
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実
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団
体
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道
路
管
理
者
の
仲
立
ち
を

し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
端
を
担
う
。
ま
た
、
協
定
に
よ
り
収

集
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
等
を
行
う
。�

③
道
路
管
理
者�

　（
沖
縄
総
合
事
務
局
・
国
道
事
務
所
）�

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
実
施
区
域
に
設
置
す
る
。�

ま
た
、清
掃
用
具
の
配
布
、作
業
中
の
事

故
防
止
の
指
導
等
を
行
う 

。�

　
私
達
は
平
成
十
二
年
に
行
わ
れ
た
、九
州・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
、ザ
・

ブ
セ
ナ
テ
ラ
ス
ホ
テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

部
門
ガ
ー
デ
ン
チ
ー
ム
で
す
。�

　
私
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る

場
所
は
、沖
縄
県
名
護
市
の
玄
関
と
い

わ
れ
て
い
る
国
道
五
十
八
号
沿
い
に
あ

り
ま
す
。�

　
ホ
テ
ル
入
口
の
緑
地
帯
、主
に
芝
地
部

分
の
管
理（
潅
水
、芝
刈
、除
草
、清
掃
）を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
参
加
初
期
の
頃
は
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
と
芝
地
に
マ
イ
カ
ー
が
乗
り
上
げ

ら
れ
デ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
、枯
れ
状
態
に
さ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。�

　
又
空
き
缶
、ゴ
ミ
等
の
放
置
も
多
数
あ

り
ま
し
た
。作
業
を
行
う
に
つ
れ
、私
達
の

願
い
が
通
じ
た
の
か
、徐
々
に
乗
り
上
げ
、

ゴ
ミ
放
置
な
ど
が
減
少
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。　 

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
が
直
接
管
理
し
て
い
る
道
路(

直
轄
国
道)

を
対

象
と
し
て
、行
わ
れ
る
歩
道
等
の
美
化
・
清
掃
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
道

路
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慈
し
み
、住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
自
然

な
心
を
形
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。  

地
域
の
歩
道
に
設
置
さ
れ

た
植
樹
帯
等
の
美
化
や
歩
道
の
清
掃
に
、地
域
の
方
や
企
業
の
皆
さ

ん
が
「
実
施
団
体
」（
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
）と
な
り

活
動
し
ま
す
。そ
の
心
あ
た
た
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る「
実

施
団
体
」
に
対
し
て
、沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
市
町
村
が
協
力
し
て
、

清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
・
実
施
団
体
名
入
り
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設

置
及
び
ゴ
ミ
の
処
理
等
を
支
援
し
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
道
路

へ
の
愛
着
心
を
深
め
ま
す
。�

道路管理者�

沖縄総合事務局・�
国道事務所等�

・用具の支給�
・サインボードの設置�
・安全指導�
・事務局�

実施団体�

・清掃活動�
・植樹等の管理�
・その他�

住民グループ�

協力者�

市町村�
・収集ゴミの回収・処理�
・実施団体の連絡窓口�

　
私
達
の
活
動
範
囲
は
、リ
ゾ
ー
ト
観
光

地
と
し
て
国
道
五
十
八
号
沿
い
に
休
憩
所

が
あ
り
ま
す
。県
内
外
か
ら
観
光
に
訪
れ

る
方
々
が
利
用
し
て
、空
き
缶
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
ゴ
ミ
が
投
げ
捨
て
ら
れ
目
立
つ
た
め「
芝

生
・
歩
道
・
駐
車
場
は
私
達
が
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
」と
い
う
看
板
を
設
置
し
て
い
て
、

普
段
か
ら
清
掃
や
草
刈
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。�

　「
美
し
い
恩
納
村
へ
よ
う
こ
そ
」と
の
思

い
で
美
化
活
動
に
取
り
組
み
、サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
安
富
祖
ク
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
沖
縄
県
内
に
お
い
て
、

従
来
か
ら
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行

わ
れ
て
き
た
取
り
組
み
を
よ
り
よ
い
形

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
全
国
か
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は
「
ポ

イ
捨
て
防
止
等
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
に
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っ
て
い
る
」
や
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い
で
花
が

あ
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れ
る
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て
る
道
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っ
た
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等
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せ
ら
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て

い
る
な
ど
各
地
で
好
感
的
な
評
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を
得

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
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企
業
で
も
、
環
境
保
全

の
活
動
な
ど
の
幅
広
い
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で
、
積
極
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に
社
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貢
献
活
動
を
行
う
企
業
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通

省
で
は
一
般
国
道
（
直
轄
管
理
区
間
）

の
美
化
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
店
舗
が
所
属
す
る
企
業
の
本
社

と 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
協
定
を
一
括
に
締
結
す
る
こ
と
と
し
、イ

オ
ン（
株
）及
び
イ
オ
ン
各
社
と
沖
縄
総
合

事
務
局
で
協
定
の
締
結
を
昨
年
十
二
月

に
行
い
ま
し
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を
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縄
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踏
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倉
庫
業
は
、国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
物
資
を
大
量
に
扱
い
、

そ
の
保
管
機
能
を
通
じ
て
物
資
の
需
給

調
整
、物
価
の
安
定
等
に
資
す
る
事
業
で

あ
り
、わ
が
国
に
お
け
る
産
業
活
動
や
国

民
生
活
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。特
に

生
活
物
資
の
ほ
と
ん
ど
を
県
外
か
ら
の
移

入
に
頼
っ
て
い
る
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、特

に
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、経
済
構
造
の
転
換
や
国
民

生
活
の
向
上
を
背
景
と
し
た
保
管
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
、多
様
化
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
倉
庫

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
百
五

十
一
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
平
成
十

三
年
六
月
八
日
に
交
付
、
改
正
倉
庫
業

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
が
同
年
十

二
月
十
九
日
に
交
付
さ
れ
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。�

　
新
し
い
法
律
で
は
、倉
庫
業
に
係
わ
る

参
入
に
つ
い
て
、許
可
制
か
ら
登
録
制
へ
、

料
金
の
事
後
届
出
、倉
庫
管
理
主
任
者
の

選
任
、事
業
改
善
命
令
、ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

認
定
制
度
の
創
設
等
、規
制
緩
和
及
び
倉

庫
業
法
の
再
構
築
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

����

　
現
行
の
許
可
制
（
要
件
：
欠
格
事
由
、

構
造
設
備
基
準
、
事
業
遂
行
能
力
）
か

ら
登
録
制
（
要
件
：
欠
格
事
由
、
施
設

設
備
基
準
、
倉
庫
管
理
主
任
者
）
に
改

め
る
こ
と
と
し
、
登
録
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
倉
庫
の
施
設
ま

た
は
設
備
が
一
定
の
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
、
倉
庫
管
理
主
任
者
等
を
確
実

に
選
任
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
等

登
録
拒
否
要
件
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
ほ
か
、
倉
庫
業
者
の
登
録
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
従
来
行
政
裁
量
の
余
地
が
あ
っ
た
も

の
を
、
規
制
緩
和
の
観
点
か
ら
行
政
の

裁
量
を
極
力
排
除
し
、
客
観
的
な
基
準

の
基
に
登
録
す
る
と
い
う
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

�

　
料
金
規
制
に
つ
い
て
は
、
現
行
で
は
、

実
施
の
三
十
日
前
に
届
出
す
る
事
前
届

出
制
度
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
法

律
上
の
制
度
と
し
て
は
廃
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
、
料
金

に
つ
い
て
は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
廃

止
し
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
す
る
と

い
う
考
え
方
の
元
で
制
度
の
改
正
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
更
に
、
料
金
掲
示
義
務
等
を
課
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
料
金
等
の
掲
示
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
料
金
制
度
の
改
正

に
鑑
み
て
、
よ
り
機
動
的
な
料
金
設
定

が
で
き
る
よ
う
に
、
消
費
者
か
ら
収
受

す
る
も
の
以
外
の
料
金
に
つ
い
て
は
掲

示
義
務
を
課
さ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
他
の
法
律
等
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
改

正
の
機
会
に
事
後
チ
ェ
ッ
ク
制
度
と
い

う
こ
と
で
か
な
り
広
範
囲
な
形
で
命
令

が
出
せ
る
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
倉
庫
業
法
に
つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
一
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
こ
の

よ
う
な
事
後
の
監
督
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
り
、

こ
の
制
度
を
新
し
く
創
設
し
ま
し
た
。�

　
国
土
交
通
大
臣
が
倉
庫
業
者
の
事
業

に
つ
い
て
公
共
の
利
益
を
阻
害
す
る
よ

う
な
一
定
の
障
害
が
生
じ
て
い
る
と
認

め
た
段
階
で
、
事
業
改
善
命
令
が
出
せ

る
と
い
う
制
度
で
す
。
料
金
の
変
更
に

つ
い
て
は
法
律
上
明
記
を
し
、
更
に
料

金
変
更
以
外
で
も
必
要
に
応
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
命
令
が
出
せ
る
と
い
う
規
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

����

　
倉
庫
管
理
主
任
者
と
は
、
倉
庫
に
お

け
る
火
災
の
防
止
そ
の
他
の
倉
庫
の
管

理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者
で
あ
り
、

新
法
で
は
、
倉
庫
業
の
登
録
要
件
と
し

て
倉
庫
管
理
主
任
者
の
選
任
を
定
め
、

そ
れ
と
併
せ
て
、
定
め
ら
れ
た
業
務
を

行
わ
せ
る
と
い
う
義
務
規
定
を
お
い
て

い
ま
す
。�

　
倉
庫
業
を
営
む
者
は
責
任
を
も
っ
て

事
業
を
運
営
し
、
責
任
体
制
を
は
っ
き

り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
、
倉
庫
管
理
主
任
者
の
制
度
に
な
り

ま
す
。�

����

　
倉
庫
業
法
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
企
業
対
企
業
の
取
引
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
倉
庫
業
に
つ
い
て
も
一
般
消

費
者
を
相
手
に
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、

そ
こ
の
部
分
が
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
と
い

う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、
消
費
者
保

護
の
規
制
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。�

　
そ
の
ひ
と
つ
が
優
良
ト
ラ
ン
ク
ル
ー

ム
制
度
の
創
設
で
す
。
昭
和
六
十
一
年

に
標
準
倉
庫
寄
託
約
款
と
な
ら
ん
で
ト

ラ
ン
ク
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
約
款
が
定
め

ら
れ
て
、
平
成
三
年
告
示
で
、
ト
ラ
ン

ク
ル
ー
ム
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
告
示
と
い
う
任
意
の
制
度
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
法
律
に
基
づ
く
制
度

に
す
る
た
め
、
優
良
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

認
定
制
度
を
法
律
上
に
位
置
付
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
第
二
点
は
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
関
し

て
は
い
ろ
い
ろ
な
事
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
倉
庫
業
者
で
は
な
い
者

が
ス
ペ
ー
ス
を
貸
す
賃
貸
契
約
で
ト
ラ

ン
ク
ル
ー
ム
に
類
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
貸
し
は
、
本

来
、
保
管
責
任
を
伴
う
倉
庫
業
者
と
は

別
の
契
約
形
態
で
す
。�

　
し
か
し
、
実
態
は
、
こ
の
こ
と
を
消

費
者
が
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

保
管
責
任
の
問
題
で
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
ケ
ー
ス
も
現
実
に
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
部
分
を
是
正
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
倉
庫
業
者
以
外
の

者
に
よ
る
倉
庫
に
お
け
る
保
管
に
よ
る

も
の
と
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
や
広

告
、
そ
の
他
の
誤
認
行
為
を
禁
止
す
る

制
度
、
こ
れ
を
今
回
の
新
し
い
倉
庫
業

の
中
に
盛
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。�

�

�
　
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
と
は
、
原
材
料
や

工
業
製
品
等
の
よ
う
な
最
終
的
に
売
買

を
目
的
と
し
た
物
品
を
保
管
す
る
も
の

で
は
な
く
、
一
般
消
費
者
や
企
業
を
対

象
と
し
て
、
家
財
、
衣
類
、
毛
皮
、
美

術
骨
董
品
、
書
類
、
磁
気
テ
ー
プ
等
小

口
の
非
商
品
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。�

　
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
営
業
は
、
昭
和

六
年
頃
に
東
京
で
歌
舞
伎
役
者
、
芸
人

及
び
資
産
家
の
衣
装
や
美
術
品
等
の
高

価
品
を
預
か
る
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。�

　
そ
の
後
四
十
年
代
に
入
っ
て
一
般
化

し
始
め
、
五
十
年
代
後
半
に
入
っ
て
か

ら
は
首
都
圏
を
中
心
に
急
速
な
進
展
を

み
せ
て
い
る
。�
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ラ
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ク
ル
ー
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新
し
い
倉
庫
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施
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さ
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ま
す
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倉
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倉
庫
業
は
、国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
物
資
を
大
量
に
扱
い
、

そ
の
保
管
機
能
を
通
じ
て
物
資
の
需
給

調
整
、物
価
の
安
定
等
に
資
す
る
事
業
で

あ
り
、わ
が
国
に
お
け
る
産
業
活
動
や
国

民
生
活
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。特
に

生
活
物
資
の
ほ
と
ん
ど
を
県
外
か
ら
の
移

入
に
頼
っ
て
い
る
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、特

に
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、経
済
構
造
の
転
換
や
国
民

生
活
の
向
上
を
背
景
と
し
た
保
管
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
、多
様
化
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
倉
庫

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
百
五

十
一
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
平
成
十

三
年
六
月
八
日
に
交
付
、
改
正
倉
庫
業

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
が
同
年
十

二
月
十
九
日
に
交
付
さ
れ
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。�

　
新
し
い
法
律
で
は
、倉
庫
業
に
係
わ
る

参
入
に
つ
い
て
、許
可
制
か
ら
登
録
制
へ
、

料
金
の
事
後
届
出
、倉
庫
管
理
主
任
者
の

選
任
、事
業
改
善
命
令
、ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

認
定
制
度
の
創
設
等
、規
制
緩
和
及
び
倉

庫
業
法
の
再
構
築
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

����

　
現
行
の
許
可
制
（
要
件
：
欠
格
事
由
、

構
造
設
備
基
準
、
事
業
遂
行
能
力
）
か

ら
登
録
制
（
要
件
：
欠
格
事
由
、
施
設

設
備
基
準
、
倉
庫
管
理
主
任
者
）
に
改

め
る
こ
と
と
し
、
登
録
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
倉
庫
の
施
設
ま

た
は
設
備
が
一
定
の
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
、
倉
庫
管
理
主
任
者
等
を
確
実

に
選
任
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
等

登
録
拒
否
要
件
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
ほ
か
、
倉
庫
業
者
の
登
録
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
従
来
行
政
裁
量
の
余
地
が
あ
っ
た
も

の
を
、
規
制
緩
和
の
観
点
か
ら
行
政
の

裁
量
を
極
力
排
除
し
、
客
観
的
な
基
準

の
基
に
登
録
す
る
と
い
う
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

�

　
料
金
規
制
に
つ
い
て
は
、
現
行
で
は
、

実
施
の
三
十
日
前
に
届
出
す
る
事
前
届

出
制
度
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
法

律
上
の
制
度
と
し
て
は
廃
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
、
料
金

に
つ
い
て
は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
廃

止
し
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
す
る
と

い
う
考
え
方
の
元
で
制
度
の
改
正
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
更
に
、
料
金
掲
示
義
務
等
を
課
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
料
金
等
の
掲
示
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
料
金
制
度
の
改
正

に
鑑
み
て
、
よ
り
機
動
的
な
料
金
設
定

が
で
き
る
よ
う
に
、
消
費
者
か
ら
収
受

す
る
も
の
以
外
の
料
金
に
つ
い
て
は
掲

示
義
務
を
課
さ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
他
の
法
律
等
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
改

正
の
機
会
に
事
後
チ
ェ
ッ
ク
制
度
と
い

う
こ
と
で
か
な
り
広
範
囲
な
形
で
命
令

が
出
せ
る
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
倉
庫
業
法
に
つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
一
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
こ
の

よ
う
な
事
後
の
監
督
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
り
、

こ
の
制
度
を
新
し
く
創
設
し
ま
し
た
。�

　
国
土
交
通
大
臣
が
倉
庫
業
者
の
事
業

に
つ
い
て
公
共
の
利
益
を
阻
害
す
る
よ

う
な
一
定
の
障
害
が
生
じ
て
い
る
と
認

め
た
段
階
で
、
事
業
改
善
命
令
が
出
せ

る
と
い
う
制
度
で
す
。
料
金
の
変
更
に

つ
い
て
は
法
律
上
明
記
を
し
、
更
に
料

金
変
更
以
外
で
も
必
要
に
応
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
命
令
が
出
せ
る
と
い
う
規
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

����

　
倉
庫
管
理
主
任
者
と
は
、
倉
庫
に
お

け
る
火
災
の
防
止
そ
の
他
の
倉
庫
の
管

理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者
で
あ
り
、

新
法
で
は
、
倉
庫
業
の
登
録
要
件
と
し

て
倉
庫
管
理
主
任
者
の
選
任
を
定
め
、

そ
れ
と
併
せ
て
、
定
め
ら
れ
た
業
務
を

行
わ
せ
る
と
い
う
義
務
規
定
を
お
い
て

い
ま
す
。�

　
倉
庫
業
を
営
む
者
は
責
任
を
も
っ
て

事
業
を
運
営
し
、
責
任
体
制
を
は
っ
き

り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
、
倉
庫
管
理
主
任
者
の
制
度
に
な
り

ま
す
。�

����

　
倉
庫
業
法
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
企
業
対
企
業
の
取
引
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
倉
庫
業
に
つ
い
て
も
一
般
消

費
者
を
相
手
に
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、

そ
こ
の
部
分
が
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
と
い

う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、
消
費
者
保

護
の
規
制
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。�

　
そ
の
ひ
と
つ
が
優
良
ト
ラ
ン
ク
ル
ー

ム
制
度
の
創
設
で
す
。
昭
和
六
十
一
年

に
標
準
倉
庫
寄
託
約
款
と
な
ら
ん
で
ト

ラ
ン
ク
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
約
款
が
定
め

ら
れ
て
、
平
成
三
年
告
示
で
、
ト
ラ
ン

ク
ル
ー
ム
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
告
示
と
い
う
任
意
の
制
度
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
法
律
に
基
づ
く
制
度

に
す
る
た
め
、
優
良
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

認
定
制
度
を
法
律
上
に
位
置
付
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
第
二
点
は
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
関
し

て
は
い
ろ
い
ろ
な
事
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
倉
庫
業
者
で
は
な
い
者

が
ス
ペ
ー
ス
を
貸
す
賃
貸
契
約
で
ト
ラ

ン
ク
ル
ー
ム
に
類
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
貸
し
は
、
本

来
、
保
管
責
任
を
伴
う
倉
庫
業
者
と
は

別
の
契
約
形
態
で
す
。�

　
し
か
し
、
実
態
は
、
こ
の
こ
と
を
消

費
者
が
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

保
管
責
任
の
問
題
で
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
ケ
ー
ス
も
現
実
に
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
部
分
を
是
正
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
倉
庫
業
者
以
外
の

者
に
よ
る
倉
庫
に
お
け
る
保
管
に
よ
る

も
の
と
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
や
広

告
、
そ
の
他
の
誤
認
行
為
を
禁
止
す
る

制
度
、
こ
れ
を
今
回
の
新
し
い
倉
庫
業

の
中
に
盛
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。�

�

�

　
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
と
は
、
原
材
料
や

工
業
製
品
等
の
よ
う
な
最
終
的
に
売
買

を
目
的
と
し
た
物
品
を
保
管
す
る
も
の

で
は
な
く
、
一
般
消
費
者
や
企
業
を
対

象
と
し
て
、
家
財
、
衣
類
、
毛
皮
、
美

術
骨
董
品
、
書
類
、
磁
気
テ
ー
プ
等
小

口
の
非
商
品
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。�

　
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
営
業
は
、
昭
和

六
年
頃
に
東
京
で
歌
舞
伎
役
者
、
芸
人

及
び
資
産
家
の
衣
装
や
美
術
品
等
の
高

価
品
を
預
か
る
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。�

　
そ
の
後
四
十
年
代
に
入
っ
て
一
般
化

し
始
め
、
五
十
年
代
後
半
に
入
っ
て
か

ら
は
首
都
圏
を
中
心
に
急
速
な
進
展
を

み
せ
て
い
る
。�
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6月�

倉庫業法施行令�

法
律
の
公
布（
六
月
八
日
）�

法
律
の
公
布（
四
月
一
日
）�

倉庫業法施行規則�

関係告示�

関係通達�

関係者への�
広報等�

新� 旧�

登録制�参
入
規
制�

届
出�

命
令�

掲
示�

掲
示�

届
出�

料
　
　
　
金�

そ
の
他�

約
　
款�

許可制�

事後届出� 事前届出�

事業改善命令� 変更命令�

要件：欠格事由�
　　  施設設備基準�
　　  倉庫管理主任者�

要件：欠格事由�
　　  構造設備基準�
　　  事業遂行能力�

（届出料金に対する命令）�（実体料金に対する命令）�

掲示義務� 掲示義務�
（消費者から収受するものに限る）�

7月� 8月�9月�10月�11月�12月�１月�２月�３月�４月�

（12/19）�

○
公
布�

（1/31）�

○
公
布�

（1/31）�

○
公
布�

（3月末まで）�

○
通
達
の�

　
発
出�

（2月中）�

○
説
明
会�

　
の
開
催�

○
省
令
案

省
令
案�

　
パ
ブ
リ
ッ�

　
ク
コ
メ
ン�

　
ト
の
実
施
実
施�

�

○
省
令
案�

　
パ
ブ
リ
ッ�

　
ク
コ
メ
ン�

　
ト
の
実
施�

�

・倉庫業の定義の明確化�
・権限委任規定の整備�

倉庫業法施行令改正案の作成�

・倉庫の構造基準�
・倉庫管理主任者の要件　等�

倉庫業法施行規則改正案の作成�

・構造基準の詳細�
・登録申請時の添付書類等�

関係告示の設備�

・倉庫業法施行規則運用方針�
　　　　　　　　　　　等�

関係通達の整備�

既存事業者に係る登録簿の�
作成�

法　　律� 運輸省告示�

事前届出�

掲示義務�

その全部又は一部を消費者の�
物品の保管のために供する倉庫�

・事業改善命令�
・発券業務廃止届出�
・倉庫業を営む者以外の者による�
  人を誤認させる行為の禁止�
・無登録倉庫業者に対する報告徴収・�
  立入検査�
・罰則の強化�

非商品の保管を恒常的に行う倉庫業�
（トランクルームサービス）の用に供�
する一類倉庫�

強制力あり� 任意制度�（基準維持義務、名称使用制限）�

位
置
付
け�
定
義�

認
定
制
度�

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム�

倉庫業法等改正に伴う制度の相違点�

倉庫業法の一部を改正する法律の施行までのスケジュール�

新
し
い
倉
庫
業
法
が�

施
行
さ
れ
ま
す
。�

倉
庫
管
理
主
任
者
の�

選
任�

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
制
度�

（
注
１
）�

※
１�

料
金
の
事
前
届
出
の�

廃
止
及
び
事
業
改
善�

命
令�

許
可
制
か
ら
登
録
制
へ�

March 2002March 2002



景
況
判
断�

県
内
企
業
の
景
況
感�

―
「
下
降
」
超
幅
が
大
幅
に
縮
小
―�

business

reportreport

business

そ
の  

6
〈
財
務
部
〉�

　
十
四
年
一
〜
三
月
期
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ

（
前
期
比
「
上
昇
」
―
「
下
降
」
社
数
構
成
比

･

季
節
調
整
済
）
を
み
る
と
、
製
造
業
、
非

製
造
業
と
も
に｢

下
降｣

超
幅
が
大
幅
に
縮
小

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
も
「
下
降
」

超
幅
が
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
。�

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
十
四
年
四
〜
六
月

期
は
非
製
造
業
で
引
き
続
き｢

下
降｣

超
で
推

移
す
る
も
の
の
、
製
造
業
で｢

上
昇｣

超
に
転

じ
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
下
降
」
超

幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
四
年
七
〜
九
月
期
は
非
製
造
業
で｢

下
降｣

超
幅
が
縮
小
す
る
も
の
の
、
製
造
業
で｢

下
降｣

超
に
転
じ
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
わ
ず
か

な
が
ら｢

下
降｣

超
幅
が
拡
大
す
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。�

�

〈
売
上
高
〉
…
十
三
年
度
通
期
、
十
四
年
度

上
期
と
も
わ
ず
か
な
が
ら
増
収
見
通
し �

�

　
十
三
年
度
下
期
は
、
製
造
業
で
減
収
と
み

て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
増
収
と
み
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
一・
五
％
の

増
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
三
年
度
通
期
は
、
製
造
業
で
減
収
と
み

て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
増
収
と
み
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
二
・
〇
％
の

増
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
四
年
度
上
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業

と
も
増
収
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業

で
は
〇
・
八
％
の
増
収
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。�

�

〈
経
常
損
益
〉
…
十
三
年
度
通
期
、
十
四
年

度
上
期
と
も
減
益
見
通
し�

�

　
十
三
年
度
下
期
は
、
製
造
業
で
減
益
と
み

て
い
る
ほ
か
、
非
製
造
業
で
も
大
幅
な
減
益

と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
二
十

八
・
七
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
三
年
度
通
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業

と
も
減
益
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業

で
は
十
三
・
二
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。�

　
十
四
年
度
上
期
は
、
製
造
業
で
増
益
と
み

て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
減
益
と
み
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
二
・
六
％
の

減
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

1
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〜
財
務
省
景
気
予
測
調
査
結
果
か
ら
〜�

　
財
務
部
が
平
成
十
四
年
二
月
に
県
内
の
資
本
金

一
千
万
円
以
上
の
法
人
企
業
（
金
融･

保
険
を
除
く
）

を
対
象
に
実
施
し
た
財
務
省
景
気
予
測
調
査
結
果

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。�

（％ポイント）� 景気の谷�
（5.10）�

景気の山�
（9.3）�

景気の谷�
（11.4）�

現況判断←�→見通し�

全産業�
製造業�
非製造業�

40

30

20

10

-10

-20

3 4 2 3 4 2 3 45/1 6/1 2 3 47/1 2 3 48/1 2 3 49/1 2 3 410/1 2 3 411/1 2 3 412/1 2 3 413/1 2
（暦年／四半期）�＊景気の山、景気の谷は全国ベース�

前　年　同　期　比�
13年度�区　　分�

上　期�
2.5

3.2

5.6
3.8
3.5
2.4
0.9

▲ 2.6

▲ 7.7

1.5

2.0

3.8
▲11.2
4.9

▲0.4
0.4

▲ 2.5

6.8

2.0

2.6

4.7
▲3.5
4.2
1.0
0.7

▲ 2.5

0.0

0.8

0.7

0.9
▲2.6
▲0.4
1.4
1.0

1.8

▲0.5

全産業�

大企業�
中堅企業�
中小企業�

製造業�

建設業�
卸・小売業�
サービス業�

非製造業�

上　期�下　期� 通　気�

14年度�

（増減（▲）率：％）�

314/1

-30

-40

-50

0

上
昇
超�

下
降
超�

景況判断BSIの推移（季節調整済）�

売上高（石油、電気、ガスを除く）�
前　年　同　期　比�
13年度�区　　分�

上　期�
▲0.9

7.6�
�

1.6
42.3
13.6

▲19.1
▲ 0.6

▲40.4

4.1

▲28.7

▲36.6

10.7
赤字転化�

▲42.2
▲22.6
19.1

▲ 3.4

▲11.6

▲13.2

▲11.2

5.7

▲14.7
▲30.7

▲20.7
4.5

▲ 21.3

▲7.7

▲2.6

▲3.4

▲0.1

0.6
▲17.2

▲2.4
▲8.1

4.0

19.7

全産業�

大企業�
中堅企業�
中小企業�

製造業�

建設業�
卸・小売業�
サービス業�

非製造業�

上　期�下　期� 通　気�

14年度�

（増減（▲）率：％）�経常損益（石油、電気、ガスを除く）�

※
グ
ラ
フ
の
説
明�

B
S
I
と
は
…
…�

景
気
動
向
指
数
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ベ

イ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
を
い
い
。
表
の

見
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

B
S
I
＝
（
「
上
昇
」
等
と
回
答
し
た

企
業
の
構
成
比
）
―
（
「
下
降
」
等
回

答
し
た
企
業
の
構
成
比
）�
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財務部�財務部�農林�
水産部�
農林�
水産部�

国有財産沖縄地方審議会開催�畜産基盤再編総合整備事業「ぱい
ぬしま地区」事業完了式の開催�
�  平成14年1月28日、竹富町大原（西表島）の離島振興総
合センターにおいて、畜産基盤再編総合整備事業「ぱいぬ
しま地区」事業完了式が開催されました。�
�　完了式では主催者及び関係者の挨拶に続き、当局農林
水産部長が、「本事業によって整備された牧草地をはじめと
する生産基盤が大いに活用され、飼料基盤に立脚した放
牧主体の低コストな肉用牛生産が一層活発に展開されるこ
とを期待し、八重山地域における畜産の益々の御発展を祈
念する。」と祝辞を述べました。�
�　本事業は、低利用の原野などを草地等として開発整備
を行い、地域の中核となる肉用牛の経営体を育成するとと
もに、市場性のある肉用牛生産の推進を図り、離島農業の
活性化に資することを目的としています。�
�　具体的な事業内容は、竹富町内の竹富島、小浜島、波
照間島、西表島（東・西部）において事業が実施され、農家
21戸、八重山郡農協、波照間畜産振興組合が受益者とな
っています。また、事業期間は平成9年度から平成12年度ま
での4年間で、約14億6千万円の事業費が投じられ、草地造
成改良51.89ha、草地整備改良1.88ha、施設用地造成
3.3haが行われるとともに雑用水施設18ヶ所、隔障物19,936ｍ、
避難舎19棟、採食場8ヶ所、乾草庫17棟、農具庫9棟、堆肥
舎20基、家畜保護施設2棟、飼料保管庫2ヶ所、農機具85台
が導入されています。�
�　今後、南の島八重山地域の大自然の下で、伸び伸び育
った肉用牛の生産が行われ、離島農業の振興が一層図ら
れることが期待されます。�

　平成14年2月20日（水）、沖縄総合事務局内特別会議室
において、第23回国有財産沖縄地方審議会が開催された。
今回は、平成13年４月1日付の委員改選後、弁護士の阿波
連本伸委員が会長に選任され、会長代理に放送大学沖縄
学習センター所長の尚弘子委員が会長より指名された。�
　今回は、審議会への諮問事項はないものの、当局から沖
縄における国有財産行政の現状についての報告、及び沖
縄地方審議会規則一部改正の決議が行われた。�
　報告事項の要旨は次のとおり。�
第一に、わが国の厳しい財政状況下、歳入の確保等から未
利用国有地の早期売却が最大課題となっている。�
当局においても13年度に初めて期間入札を実施するなど、
従来にも増して積極的に未利用地の売却促進に取り組ん
でいる。�
　第二に、地方分権推進計画に基づき、国土交通省所管
に属する法定外公共物で、現に道路等に供されているものは、
市町村に無償で譲与することが出来ることとなっている。県
内市町村における大字単位の申請ベースでは、平成１３年
12月未現在で10市町村から申請が出され、譲与がなされた。
かかる譲与業務については17年3月31日までに完了するこ
ととしている。�

整備された牧草地（西表島東部）�
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開発�
建設部�
開発�
建設部�運輸部�運輸部� 経済�

産業部�
経済�
産業部�

パークアンドバスライド�
実証実験（第２弾）を実施中！�

国営沖縄記念公園「新水族館」
の愛称決定！�

「平成13年度省エネルギー�
推進沖縄大会」の開催�

 「国営沖縄記念公園新水族館名称
キャンペーン」の一環として、「新水族館」
の愛称を公募し、広く新水族館の開館
をPRする「愛称募集PR事業」を展開
したところ、全国から13.897点もの愛称
作品の公募がありました。�
　ネーミング案には「海」や「シー」など
が多く使われていたほか、「ニライカナイ」
や「ハイサイ」などの沖縄の方言を使っ
たものもありました。�
　ゲスト委員の宮本亜門さんやティンク
ティンクなどからなる委員会での審査の
結果「沖縄美ら海水族館」に愛称が
決定されました。�
　この名前の応募者は那覇市内在住
の小学校5年仲里美沙樹さんでした。�
　今後、この名前が沖縄の海を代表
する言葉になることを願っています。�

　那覇新都心部及びその周辺市街
地における交通渋滞は年々激しさを増し、
特に朝夕の道路混雑は深刻な状況に
あります。そのため、運輸部では、平成
13年度交通需要マネジメント（TDM）
施策の一環として、昨年、2つの実証
実験（「パークアンドバスライド」（国道
58号）と「てぶら観光）を企画・実施し
ました。これに続く第２弾として、パーク
アンドバスライド実験事業を国道329号
ルートにおいても行うこととし、現在、バ
ス乗合4社によって南風原町と那覇の
間の専用バスによる運行がなされてい
ます。実験事業の概要は次のとおり。�
①実験期間：1月31日～3月29日（土日・
祝日を除く）、  ②実験区間：南風原町
内の特設駐車場（南部保健所前）から
那覇バスターミナルまでの8.3km、 ③運
行回数と運行時刻：朝2回（特設駐車
場発07：45、08：00）、夕方2回（バスター
ミナル発17：45、18：30）、 ④運賃は片
道330円で、2種類の乗車券を販売す
る（10枚組：2,800円（15％引き）、2枚組（往
復）：660円）、 ⑤乗車券の販売所：那
覇バスターミナルと南風原特設駐車場
（朝のみ）、 ⑥乗車券は、下りの場合、
既存の路線バスも利用可。�

　沖縄総合事務局は、（財）省エネルギ
ーセンターとの共催により、平成13年度
省エネルギー推進沖縄大会を去る2月19
日（火）に開催しました。�
　この大会は、省エネルギー意識の一
層の高揚を図ることを目的に毎年2月の「省
エネルギー月間」に開催しているものです。�
　大会においては、沖縄総合事務局長
表彰と（財）省エネルギーセンター表彰が
執り行われておりますが、沖縄総合事務
局長表彰のエネルギー使用の合理化等
を図った管理優良工場及びエネルギー
優良管理功労者については、今年度は
核当者がおりませんでした。�
　（財）省エネルギーセンター表彰では、
省エネルギーポスターコンクールの沖縄
地区優秀作品として、知念波留奈さん（那
覇市立上山中学校3年）と那覇市立上
山中学校（学校奨励賞）が沖縄総合事
務局長賞を、早野恵理さん（那覇市立上
山中学校3年）が沖縄総合事務局経済
産業部長賞を、伊地麻衣子さん（那覇市
立上山中学校3年）が（財）省エネルギー
センター専務理事賞をそれぞれ受賞され
ました。�
　併せて開催されたエネルギー管理者
シンポジウムでは、資源エネルギー庁省
エネルギー対策官の富田康夫氏と（財）
省エネルギーセンター技術調査員の常
慶隆一氏から講演が行われました。�
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衆
議
院
・
参
議
院
の�

各
委
員
会
が
来
沖�
衆
議
院
・
参
議
院
の�

各
委
員
会
が
来
沖�

　
衆
議
院
予
算
委
員
会
、
参
議
院
総
務

委
員
会
、
参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
、

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
及
び
参
議
院

沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
の
衆
・
参
あ
わ
せ
て
五
つ
の
委
員

会
が
、
平
成
十
四
年
一
月
十
五
日
か
ら

十
七
日
に
か
け
て
沖
縄
の
実
情
視
察
な

ど
の
た
め
に
来
沖
し
ま
し
た
。�

　
五
つ
の
委
員
会
の
う
ち
、
沖
縄
総
合

事
務
局
が
対
応
し
た
参
議
院
沖
縄
及
び

北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、
衆

議
院
予
算
委
員
会
、
参
議
院
経
済
産
業

委
員
会
の
三
委
員
会
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。�

�

　
参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
（
佐
藤
雄
平
委
員
長
）
の
委

員
八
名
は
、
一
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
沖
縄
の
振
興
開
発
及
び
基
地
問
題

等
の
実
情
調
査
の
た
め
来
沖
し
、
沖
縄
総

合
事
務
局
、
那
覇
防
衛
施
設
局
、
外
務
省

沖
縄
事
務
所
、
沖
縄
県
、
北
部
市
町
村
長

か
ら
概
況
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
経
済
団

体
と
の
意
見
交
換
、
名
護
市
国
際
海
洋
環

境
情
報
セ
ン
タ
ー
、
特
別
自
由
貿
易
地

域
、
中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
、
米
軍
那
覇
港

湾
施
設
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
後
の

記
者
会
見
で
佐
藤
委
員
長
は
、
今
国
会
で

の
沖
縄
振
興
新
法
等
の
審
議
に
向
け
て
こ

の
三
日
間
の
視
察
を
意
義
あ
る
形
と
し
て

表
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。�

参
議
院
沖
縄
及
び�

北
方
問
題
に
関
す
る�

特
別
委
員
会�

　
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
調
査
が
一
月
十

五
日
か
ら
十
六
日
の
二
日
間
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
野
呂
田
委
員
長
を
団
長
と
す
る
総

勢
二
十
名
の
調
査
団
は
、
十
五
日
、
沖
縄

総
合
事
務
局
や
外
務
省
沖
縄
事
務
所
、
那

覇
防
衛
施
設
局
、
沖
縄
県
等
か
ら
県
内
の

経
済
概
況
の
ほ
か
、
基
地
問
題
、
米
中
枢

同
時
テ
ロ
に
よ
る
観
光
関
連
へ
の
影
響
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
旧
海
軍
司
令
部
壕
の
ほ
か
、

国
立
戦
没
者
墓
苑
、
平
和
の
礎
を
訪
れ
ま

し
た
。
十
六
日
は
、
読
谷
村
の
「
や
ち
む

ん
の
里
」
や
「
読
谷
山
花
織
工
房
」
を
訪

れ
た
ほ
か
、
海
洋
博
覧
会
地
区
に
建
設
中

の
新
水
族
館
や
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
ま
し
た
。
委
員
長
か
ら
は
、
今

回
の
視
察
で
得
た
成
果
を
今
後
の
国
政
審

議
に
十
分
活
か
し
て
い
き
た
い
旨
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
よ
る
米
軍

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
受
け
た
県
内
の
経

済
界
へ
の
影
響
等
の
調
査
が
一
月
十
五

日
、
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
行
は
、
保
坂
委
員
長
を
は
じ

め
と
す
る
十
四
名
で
、
観
光
関
連
産
業
や

管
内
経
済
界
か
ら
の
景
気
状
況
等
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
特
別
自
由
貿
易
地
域
、
国
際
通

り
商
店
街
、
サ
ン
フ
テ
ィ
ー
マ
、
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
や
企
業
等
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
か
ら
は
、
今
回

の
視
察
等
を
通
じ
、
沖
縄
に
お
け
る
現
下

の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
景
気
の
回
復
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
適
切
な
産
業
政
策
を
強
力
に

推
進
す
る
事
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
旨

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。�

衆
議
院
予
算
委
員
会�

�

参
議
院
経
済
産
業�

委
員
会�

�

中城湾港泡瀬地区を視察する沖縄及び北方問�
題に関する特別委員会委員�

国立沖縄戦没者墓苑を参拝する衆議院予算委�
員会調査団�

沖縄県工業技術センターを視察した後の参議�
院経済産業委員会�



20March 2002

本
土
復
帰
30
年�

に
際
し
て�

弥
永
徳
弘�

N
H
K
沖
縄
放
送
局
放
送
部
副
部
長�

　
今
年
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
三
十
年
。

三
十
年
た
っ
た
今
も
、
明
確
な
解
決
の
道

筋
が
で
き
て
い
な
い
問
題
の
一
つ
に
、
米

軍
基
地
に
よ
る
環
境
汚
染
の
問
題
が
あ
る
。

北
谷
町
の
米
軍
基
地
の
跡
地
で
一
月
末
に
、

廃
油
と
み
ら
れ
る
も
の
が
入
っ
た
ド
ラ
ム

缶
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
問
題
も
そ
う
だ
。

国
レ
ベ
ル
で
は
、
米
軍
の
も
の
か
ど
う
か

確
定
し
て
い
な
い
が
、
去
年
六
月
の
赴
任

以
来
、
最
も
強
く
、
基
地
問
題
の
難
し
さ

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が
す
る
。
県
の
発

表
で
は
危
険
物
質
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
子
供
た
ち
の
通
う
学
校
の
目
の
前
で
、

悪
臭
が
漂
っ
て
い
る
。
沖
縄
は
過
去
に
も

返
還
地
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
汚
染
問
題
が
起
き
て

お
り
、
地
元
の
不
安
は
大
き
か
っ
た
と
思

う
。�

　
日
米
地
位
協
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
米
兵

の
容
疑
者
の
身
柄
の
取
り
扱
い
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
だ
が
、
「
こ
う
し
た

問
題
も
あ
る
こ
と
を
、
全
国
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
一
度

だ
け
し
か
も
朝
の
早
い
時
間
帯
だ
っ
た
が
、

何
と
か
全
国
放
送
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら

っ
た
。�

　
こ
れ
は
沖
縄
総
合
事
務
局
と
は
直
接
、

関
係
が
な
い
の
で
話
を
戻
そ
う
。�

　
「
毎
年
三
千
五
百
億
円
の
税
金
を
、
誰

の
た
め
に
、
何
の
目
的
で
、
ど
う
使
う

か
」
。
こ
の
実
に
大
変
な
作
業
を
行
う
行

政
機
関
が
、
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
と
沖

縄
総
合
事
務
局
だ
。�

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
沖
縄
総
合

事
務
局
は
「
普
段
一
体
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
」
と
た
び
た
び
聞
か
れ
る
。

多
く
の
県
民
に
と
っ
て
は
、
復
帰
以
降
、

本
土
と
の
格
差
の
是
正
の
た
め
に
沖
縄
総

合
事
務
局
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い

て
は
、
深
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

状
で
は
な
か
ろ
う
か
。�

　
国
の
行
う
ま
た
は
行
お
う
と
す
る
事
業

が
、
沖
縄
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の

な
の
か
。
立
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
だ
ろ
う
。
高
度
な
政
治
判
断
を

伴
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ

政
策
の
決
定
の
過
程
を
透
明
に
し
て
、
県

民
に
向
か
っ
て
、
正
々
堂
々
と
語
り
か
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
の
姿
勢
が
、

最
終
的
に
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
仕
事

を
県
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
一
番
の
早
道

だ
と
思
う
。�

　
し
か
し
、
現
場
で
取
材
し
て
い
る
記
者

と
話
を
す
る
と
、
「
ま
だ
正
式
決
定
し
て

い
な
い
」
か
ら
な
ど
の
理
由
で
取
材
を
断

わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
結
構
多
い
と
聞
く
。
往
々

に
し
て
、
「
ま
だ
上
司
の
許
可
は
得
て
い

な
い
」
と
か
、
「
関
係
す
る
議
員
に
説
明

を
し
て
い
な
い
」
「
上
部
組
織
に
報
告
し

て
い
な
い
の
で
公
に
で
き
な
い
」
な
ど
、

内
部
の
手
続
き
上
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
記
者
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
行
政

側
の
県
民
へ
の
視
線
が
感
じ
ら
れ
な
い
の

は
残
念
な
こ
と
だ
。�

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
あ
る
県
職
員
が
、

こ
う
呟
い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
国
が
行
っ

て
き
た
特
別
措
置
で
、
沖
縄
の
社
会
基
盤

の
整
備
は
確
実
に
進
ん
だ
。
同
時
に
、
国

が
沖
縄
の
振
興
の
在
り
方
を
決
め
て
き
た

が
故
に
、
県
職
員
の
政
策
立
案
能
力
を
削

い
で
き
た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
。�

　
沖
縄
は
本
土
復
帰
以
降
、
政
府
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
公
共
投
資
や
施
策
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
県
の
職
員
は
、

と
も
す
れ
ば
国
が
決
め
た
事
業
を
執
行
す

る
だ
け
で
仕
事
を
し
た
気
に
な
り
、
自
ら

の
力
で
、
こ
の
地
域
に
必
要
な
事
業
は
何

か
を
考
え
、
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
こ

な
か
っ
た
。
い
や
、
し
な
く
て
も
や
っ
て

こ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
彼
は
言
い
た
か
っ

た
の
だ
。�

　
国
の
お
墨
付
き
を
も
ら
え
な
け
れ
ば
財

源
す
ら
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に
は
、
本
当

に
住
民
に
必
要
な
事
業
が
何
か
さ
え
立
案

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
・
・
・
。

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
が
自
己
決
定
し

て
ゆ
こ
う
と
い
う
時
代
に
、
こ
れ
は
憂
慮

す
べ
き
事
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。�

　
こ
れ
は
総
合
事
務
局
の
せ
い
で
は
な
い

の
だ
が
、
「
国
が
沖
縄
の
面
倒
を
見
る
」

と
い
う
関
係
は
、
復
帰
三
十
年
を
迎
え
て
、

新
し
い
振
興
の
法
律
が
で
き
る
今
年
か
ら

は
終
わ
り
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

終
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
、
県
職
員
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
い
て
考

え
た
。�

大量のドラム缶が見つかった北谷町の現場�
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編

集

後

記�

組
織
規
則
の
改
正
に
つ
い
て�

　
三
月
に
入
り
、や
ん
ば
る
か
ら
は
つ
つ
じ
の
花

が
咲
き
始
め
た
と
の
花
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

局
内
で
は
、平
成
十
三
年
度
末
を
む
か
え
各

部
署
と
も
年
度
内
に
完
了
す
る
業
務
に
つ
い

て
の
追
い
込
み
の
時
期
で
も
あ
り
、つ
つ
じ
祭
り

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
よ
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

今
年
度
は
、二
十
一
世
紀
最
初
の
年
度
で
も
あ

り
明
る
い
話
題
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
度
に
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、残
念
な

こ
と
に
年
度
当
初
か
ら
不
祥
事
が
問
題
に
な
り
、

信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
気
を
引
き
締
め
る

年
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。平
成
十
四
年

度
は
、沖
縄
振
興
新
法
が
施
行
さ
れ
新
た
な

沖
縄
振
興
計
画
の
策
定
を
進
め
る
重
要
な
年

度
に
な
り
ま
す
。沖
縄
復
帰
三
十
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
沖
縄
県
に
と
っ
て

節
目
の
年
に
な
り
そ
う
で
す
。群
星
５
月
号
で
は
、

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
概
要
を
特
集
で
掲

載
す
る
予
定
で
す
。�

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
沖
縄
総
合
事

務
局
組
織
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、課
等
の
名

称
等
が
変
わ
り
ま
す
。主
な
変
更
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。�

財
　
務
　
部�

①
企
画
・
立
案
等
の
た
め
の
情
報
収
集
機
能
の

強
化
を
図
る
た
め
、理
財
課
の
経
済
調
査
部

門
を
財
務
課
へ
移
し
替
え
る
。�

②
業
務
の
推
進
体
制
の
一
層
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、財
務
課
の
主
計
部
門
、融
資
部
門

を
理
財
課
へ
移
し
替
え
る
。�

運
　
輸
　
部�

①「
海
運
第
一
課
」が「
総
務
運
航
課
」に
、�

　「
海
運
第
二
課
」が「
船
舶
船
員
課
」に
、�

　「
陸
運
第
一
課
」が「
陸
上
交
通
課
」に
、�

　「
陸
運
第
二
課
」が「
車
両
安
全
課
」に�

課
名
を
変
更
す
る
。�

②
先
任
外
国
船
舶
監
督
官
を
新
設
す
る
。�

局
報
「
群
星（
む
り
ぶ
し
）」�

群
星（
む
り
ぶ
し
）と
は
、沖
縄
の
方
言
で「
昴

星（
す
ば
る
）」の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
は
、あ

た
か
も
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
数
多
く
の

島
々
か
ら
成
る
沖
縄
を
象
徴
し
て
い
る
。ま
た
、

群
星
は
沖
縄
の
真
上
を
運
行
し
、昔
か
ら
農

事
等
の
暦
と
し
て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ

て
い
る
。局
報「
群
星
」は
沖
縄
の
発
展
の
指

針
と
な
り
、県
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と

の
願
い
を
込
め
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。�
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節水PRのステッカーの紹介�

　沖縄総合事務局、沖縄気象台、沖縄県、那覇市、浦添市及び沖縄市で構成する沖縄渇水対
策連絡協議会は、県民の皆さまへ節水を呼びかけるステッカーを作成しました。�
　昨年末からの少雨傾向でダムの貯水率が減少し、気象台の長期予測でも少雨傾向が続くと
みられています。まずは、家庭における節水例を参考にして身近なところから節水を心がけましょう。�

【新組織】�【新組織】�
総務係�

企　画　室�

総務運航課�

船舶船員課�

陸上交通課�

車両安全課�

先任外国船舶監督官�

先 任 運 航 監 理 官�

先 任 船 舶 検 査 官�

先 任 船 員 労 務 官�

先 任 海 技 試 験 官�

経理係�

経済調査室�

主計班�

融資班�

財務課�

理財課�

理財班�

運

輸

部�
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☆局報「群星」に対する「皆様の声」をお待ちしています。�
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2002 Mar.3月号�特集：�跡地利用の促進について�
フロン回収破壊法が�
　　　4月1日から施行�

特集：�跡地利用の促進について�
フロン回収破壊法が�
　　　4月1日から施行�

沖縄国際洋蘭博覧会2002　最優秀賞　沖縄国際洋蘭博覧会大賞（内閣総理大臣賞）を受賞した永井　清さん出展�


